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室内の 空気
言周手口カ f

尋 主 に で き る ⑤ 

TRADE 門ARK

地下鉄道、高架鉄道の知き激し

い震動箇所ても弊社製品は完華

の防水効果走発揮して居ります

-'1i'1録 ・見本 ・仕 様 m

御幸 ｒ ｾ 三上

本燃は冷凍機，冷却箆，送風格量等を内議

した高性能の空気調和機で ，動力配線と

給排水の配管さえ施せば，任意の場所 i乙

据付けて室内の空気調和を容易 l乙行う ζ

とが出来ます。又部屋の大小 ・構造 lζ 応

じてダクトにより 1 台で 2 部屋以上を所

要¢状態にする ζ とも可能です。

自 主 裂 健 所

酬

の補強材料 ＱＱＳＰ 与の経 ｊｾ 誇 Ｕ

E坦Tilf i司
却で，グ

ドッグ印 アスフ 7 ルトノレーフイング

// ア ス フ 7 )レ ト フ エ ノレ ト

F  キ ン マ レ プ タ イ ト ( 高 級 l歴 青 金 麻 布〕

P  ヘ ヅ シ ャ ン フ 7 プり Y グ (ilfl 青 黄 麻 布〉

F  コ Y ト ン フ 7 プ リ Y グ Ci l M青 綿布 〕

F  白 麻 フ 7 プ リ Y グ Ci 歴脊苧麻布)

庁 ゲ オ ン タ イ ト ( 伸 縮 目 地 板 〉

ω  日本工業規絡表示許可工場

株 式 会 紅 Z 実 融



話2tnLYJWhi ~くMKK>

レール の長サ

1  2 尺

9 尺

6 尺

用 途

ガレヂ持納庫

倉庫間仕切等

ゑ京 jgj 2三 谷 製 作 所

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 枇

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

文化的手合 ;d，j 先づ¥

，. J・

"  

リノリf ム

リノタイル

の使用から-

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 屯 伊 丹 1 . 5況1  

東 洋 リ ノ リ ユ 一 ム 株 式 曾 社 東 京 支 広 中 央 区銀座商 . 三和恥ピ山.)ルレ沼 京 僑似附 1げ7

大阪事務所 東 区 瓦 町二 . 三和 ビ，ルレ 沼北浜37花5. 3幻76



⑫ 

Yodowal  

釘を使わ ない 化 粧 と実用 を兼ねた

特殊強力接着剤

木枠は勿論直接モル タJ レ面 lζ

吸音 板 岩 綿 板 硝 子 繊維板が

現場で簡単に貼れる

球 部 化 粧 板

特徴

用塗

波 ・ 平 ・ 厚 ・ 黒 板

- 軽くて美しい

・耐火 ・耐水で永久仕上

・汚れはすぐ取れ衛生的

. 施工迅速で経済的

・平板は建築物の外装 ・間仕切 ・天井，M

JiE下及家具 ・船舶 ・車柄 lζ

・波板は工場 ・倉庫 ・プラットホーム等

の屋根 ・壁 lζ

持 続 淀 川 製 鋼 所

・厚板 はず γ ドイツチパネノレ等としてピ

ノレ等の 外装仕上材 l乙

- 黒板 は学校 ・事務所・官公庁・家庭用 l乙

IJ  4 の30 低話⑧0351

東京都中央区西八丁堀3の8 m話⑧ 1171 ( カタログ御希望の方11誌名 御記入の上御 申込下さ¥. )

h  



尽ら必多色素工事の互訪毎秒

⑨新築住宅に拭込手入のいらぬ美素工事 更ヨ戸

⑨ 古 い 住 宅 が 新 築 同 様 と な る 美 素 工 事

ビルテ。ィシヴの床・ガラスの月極清掃工事

美素ワックス・美素水性ワックス使用

大阪空照明丁目株式会社美素工業所 電話口??!2333



事嚇ワ、

〆 コ ユ ン グ ど シ グ コ

一 『 向 、 、 ‘ ム

ー，/ flt.I.... 

@ 美 素 式 ピ / V デ f ン グ 洗 浄 工 事 Fグ' 1 "7L.  

⑥ 建 物 外 壁 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事 v 減、

@ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

乙/ ! J コーン美素式防水工事

米国ダク・ 3 一二ング会社製のシ 9 コーンを原料

として作られ1: 最新強力防水剤エバーシ _ / V使用

溶剤は高級溶剤を使用し屡黄色変化を来七す石油剤を使用せ十

大阪空照明丁目株式会社美素工業所電話 i imZ333

，. 
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会 告 1

会 勢 委 員 会 改 組

6 月

毎 日 大 阪 会 館

見 学
. 6.  

=  

1  5 日 2 時

お申込はお早く

会 勢 委 員 会 の 改 組 に つ い て

f } t 米の会勢委民会におきましては 先般来そのＧｾＡ・格 Ｎ 事業内容な

どについて検討を加えておりましたが，これが改組苦言を得‘ このた

び川市会の審議決妓を経て これを; k f 胞1 ' ; : すこととなりましたわ改

王の内在t' i 次の通りであります。

従前の会事う委民会はこれを厚? - : IL..-_;- る。

事業委員会を新設して，見学会. 講演会， 11央阿会‘ 展示会. 懇

親会その他，他の委員会で所管しない事業を介預i実施する。

会勢審議会を新設して，会勢発展に関する調脊. 提祭をし，会

ＱＱ 昨 ｉｗ に「民Ａする ｾＧｉ 援の ＱｍＧ［Ｉ を Ｑ Ｑ ＱＱｔ するの

毎 目 大 阪
.6.. 

τE三

と き 6  )J 15 円( <i %) 午後 21侍

集 合 所 毎日大阪会館正面玄関附近

館 見 学

申 込 10 lJ までにお申込み下さいのなお山n ( ] OO 名) に)f

した 11与はおrr 切ります。

建物椴言E

所 不1: 地 大阪市北j ) ( 船大工町:;;'l

設計 . ftiIDl 

施 工

建 築 面 積

規 模

日建設計工務株式会社

株 式 会 社 大 林 組

往I、ド 32H干 延n・ 3 ，982tl

地下 3 階，地上 9 階，塔屋 3 階

構 造 ( 基礎) 鉄筋コシク Y ート造

( 主体) 鉄骨鉄筋ゴンクリ ート 造

ｔＮ訟の村色としてＩ［ｾ礎， Hl タ( 間前f I1t を採用したの



会 員 の 表 髭

本会 Ｔ 刊行司 Ｗ 会日 ・ ｦＮ ｾＱＱ ・ ＱＲ 太郎 Ｑ ＱＢＱ Ｑ Ｎ ｾｊ［ る 九 月Ｚｾ nの志

iJ; 記念 rl に. 建築関係功労・将として. 大阪府知τji から表

彰されました。 2j( に主主してその栄f? をお度ぴ 111し l げま

す。

建築国際連絡協議会の設立

ノ〉阿. nイド述築，，; : : 会. 日本述築 1: 迎合会. n本主J i 築設

計ｲＮ ￘ ｩＡ ｉ ｩＡ ｨ 会 Ｎ 全 ｰｾ 建 ｦｴｴ 業協会及び本会の Ｓ 会迎合して Ｎ

故近益々飲くなってまいりました建築に関する閃際的な

いろいろの事項について統合的に対処するため. 各|引{ 本

｛ｬ ｦｬ のＺ￬Ｑ絡協調を慌にしてＮ子そが建築界の ｉＧｾ 際交流を公正

妥当 Ｕ に行うことを円 Ｈ ｉ ｾ に�ｊｩ， Ｇ ￯ の ｨ 湖沼会を設。しました。

会 員 グ ル ー プ 新 結 成 ( 九月号掲級以後の分)

グループ名前 世 話 人 会員数

つくし会( 大阪市計阿部) 附 問 :定
16  

脱，ｴ［ｾ u! ，没 大野! 防: . [111 6  

近 鉄 建 築 部
(竹内 孝

ｪ 反問貞 ， ｍｦｾ
)  

会日クソレーフマJ; 成品中の渇{ ' i l土本会会合係までお申出

下さい。

建 築 漫 画 募 集

木ブモ ｾｌ ｮ ｊｩ唱さとネ ＱＺ 会」にＮ今後 ￭ｾ Ｎｊｩ築 ｲＧ ｩｩＺ ｬ ｬｨ ｪｊをとり入

れていまたいと思います。 riHf'l に心、放さーの j円況をもたせ

るために ，/

会日諸兄の Ｇ Ｑ 好新なるアイデア，奇抜に［叫んだ ｾｨｕ 孔建

第五〈のいたいところ . ょいところを突く刻中11. 勺々 ，ノj、

村でもピ 9 9 とサいところを見せて下さい。 ff: f 1i 切は旬 JJ

Ｒ Ａｩ ｮ まで。Ｈ＿ｾ ｜ ，々月りに ｈｊ 峨，インキシグ ｊｊｌ 入のことＩ

以上 . ｾＮｊｩ築混同を大いに歓迎します。係川の分には侍

溺を ＱＱ します。ｦＮｩＺＺＺ ｪＧ［Ｚ ｊ｜Ｚ［ ｩ 工大 ｉ ｬｊｩ ､ｔ 取ｼズ ｊｉｦ 紙， ｾ 11 本住宅終協

会編集委口会まで。

自由なる投書歓迎 ; 建築と社会に関するいろいろな御

芯J L ・御感: ¥1lをお寄せ下さい内編集委日会

第 6 回応用力学連合講演会講演募集

日本ＧｾＺＺ術会議ブ ｪ や ｬ 肝ＧＷｴａＡ 給委 ｮ 会では Ｎ ＱＱ 日和 ｾ ｬ イＱＧ Ｑ Ｐ 刀

Ｑ ｾ 円 ｟ Ｑ 九 ＱＱ の Ｓ n問. 京大においておこなう際JL! 消滅会

の; 品iy(l llj さを叉-付けている。不明1' H1 1 人l J ，' uで 6 刀

ｾ ｏ ｲｬ までに始築学会へ巾込まれたし。

会 告 2

正 倉 院 双 倉 怪

出版 ｾ ｴｩ 建案 分科妥 貝 会撮 影

‘  

'" 

4  





4  
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建 築 と 社 会

第 3 7 集 ・ 第 6 号

;'C 111; 1 部 1 0 0  [<J ・ 送 料 共

H円 和 3 1  年 6 )j 2 0 11 印 刷l

昭 和 3 1 年 6 刀 2 5  I1  j e 行

発 行 所 社団法人 円本建策協会

大阪市北区rlr /  Ｉ［ｬＳ Ｍ Ｓｾｊｉ ｉｬピ ノレ

屯 務 北 浜 @ 1 3 3 4 - 9 酢

振 瞥 円 山 大 阪 3 9 9 7 5 書
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造 鉄 骨 鉄 筋 ヨ ン ヲ リ ー ト 造

則 昭 年 初 年 9 月~開 和 31 年 2 月

， 

敷 地 坪 数 3，044. 931坪

展 示

m"  lif' コマ数

} . l l 物部 1自 2隣 2，502 .'150 756.991 98'7 

1階 6，820. 695 2，063. 260 347ケ
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雑 感 一一わたくしごと一一 住 田 栄 次 郎

自分のl則リ した11'JIの成果をjjiJ にして .15ることは . 1面映ゆレことでもめり ，それにともすれば，それはn己

弁 護 と ｦｬ 己満足 に 過 ｊ ぬもののようで ｦＮ ましてや斬 析 なる ｾ ｴｬ 泊でもなく ， つ主らぬ ｉ 人 の 払 言などなおさら

憶し勝 ちですが. あへてそれをおかす慰を詳して1)'[ ' ; - たいと也.1.1. ，、ます。

25..t から30) へ一一生II 策 を通 じてニの人生の つの転 JUJ を，私は払なりに哨グながらも漸く通り 抜けたよう

です。もちろん，現 在が安心立命の境地などではUとしてなしそれどニろか相も変ら r蝕論を日l 主，税凶阪の

)j iJで: !，!，'i !2苫 l している毎 日ですが，それでも余りむケにならなくなった己れに気がつくと ，やはり 一つの嵐を

巡 り抜けたある安ら :y と空 しさを一一いうなればいささかの ，'/ Ａｦｾ失を Ｑ 混ぜずにはおられません｀そしてその

度に. i 失うに起ると II Ａｾ するだけの ほＡｦ ｴｬＮ Ｊ してあったと い うのか 」と い う先人の回 集の厳しさを且礼、，

恥づると 共に新鮮なフア f トと. Tt 抗を1' t えずにはおられません。 ni車は思うベ L . 思 うべからず。幾度か測

をぶっつけた二の liiJ 凶 L Ｎ ｬＹ ｩ ｊｾ は宵 ｊ￮ /t をN しようと ，作 られた f'I:}u¥だけが全てを雄弁に物語るこのtll 察活動の

'Jj J ，の前には，ただただJl i Hな努)J をmみ重ねるより解容はないと 焔惑しております. その鮮，つい汚) Eらず

な衣現や新奇な PILl lJ諭にどりたがるのは，われ" " だ」互いずと Sli 1't する ぷ熟 与の依でしょうか。 諸先111から i J5 

HiJ 心デずインは Hいぞ」と 首 J を2 せられる 所以のものも ，またその欽 かも知れません。自成。自成。

/己 1 階

上 ホ ー ル

2. 展 示 場

;( ， :  2 階

1. 展 示 場

2. ホ ー ル

3 吹 抜

4  バルコニー

紹 介

住 田 栄 次 郎

大正12年大阪に生る。 Ii ll 自1m !，

9 1J  ｾｊＧｾ 品 等 ｲＮ ｟ ＧｦＭ学校 を 卒 業し

竹中止一務l古に入社。I別府118年10

月人営のゐId!t l を退社す。

s{I和21年 9 月復員。: Z1l 1工務，';

設計部勤務を綬て， ｬｾ ｩ ｾ ＱＲＵ 年 ＱＰ

月.!U畑tll 策事務所に人tJ:. 以後

設A 故に現場の業務に従 lJJO

東 畑 謙 三

処2匹設，; 1を位務 とする tll 築事務所にはg . くの俊

元な若い扶 WiI¥'が 明ってくる。いづれもが己が欲

する f51; を11十に残したL ‘ という 希望! に 燃 え て い

る。とニるが，現実の剖会I t l 、つもtll 策に11J11 と

経済 とを 探求 してや ま な ｜Ｇ Ｎ 狐尚 を 来 しむ， ｊｾ には

ゆかな ｌ 、 主 ｬｬ ｾ 日 にあ ι が れ創作慾 のさかんな 若 い

人が 主肢を111てーーム年 してその思号の点で行きつ

まったようになる 人がよ くある。しかもその考 ι

はあくまで点l削11である。 プ'J sl! にtll 築 をj)'i ぴ処世

の要領にf正H をすこe す人々や，いやに l1t J f ，まにな

って実際のtll 築設，11 ができない人々に比べて . こ

んな おt ・人はイi 盟な人て' ある。このIill の行止つま

った人には圧倒的止に大 企な{上引をあたえる二とが

i主止る泌をIJH< 唯一の ) i 法である。 住 111栄次郎君

ＱＱＧ ＨＮ ＱＮ［を終え ｅ ニの ｉ ｉＮ ｙ ｦｾ の 人 が ［ ｴ ｴ でもそうあった

よ うに Ｇ￬ ｩ ｾ Ｍ ｦＧ に 出 た。 終 ￬￬ ￭｜Ｚ後世 ｚ 日 してもあの 時 ｦ ｴ で

は印l作慾をみたすような境岐にはなかなかありつ

けなL 、 身辺 をみれば俊秀は主の如 L- . 彼はせっ

かく 学びえた姐策 l，iを鈴て，文学によ、を転向せん

とした。 i止より ri l 二世にたけて トる払は三十近く

になっての Ji 向転換の否をさとした。 交友関係の

文芸 )i 向の人に悶談しても 10'1じ'Jiをいって受入れ

ようとしなかった。その後fl 'JI もJfI - j ままに伎111

8 の19i へまわる 仕・li j _，多く ，- 1珂只の 思号はLE倒

的に 流 占れて ｽ［ ｾ Ｇｊ に ｲ ｬＧ ぐあり占まである。かくて

ｉｴｬｬｬｈ の ｦｾ ｾ ｉ Ｇ Ｑｉ ＱＱ L だんだん多くなって在た。ここに

( i j 介するものは' J l 務所の構成上: r ; の一人の1; ，とは

L べ、止られないかも珂lれないが，自主の 色彩の勝っ

たものである。 彼の1; 品の時敬するとよろはどこ

まで も点luifl なところが あって，少し ωy ν ン叫、

のな いとよるである。 将来大成するのを来 しんで

転換をふせま' とめた払は彼の先般 として 良J こと

をしたと 今では且! って いる。



B 棟 南 面

念
品社 第 荘j荷 和伊 藤 忠 商 事 株 式

設計 ｾｩ ， PI! 株 式 会 t l 大 阪 処 築 'II .fij J9i  

施 J .  株 式 会 社 }-， 11¥ 制l

M ! 祭場 19i nli AI 市 川 敏 PIJ 10 丁目 120 前 i也

1'( J也 IIlI tIi 10'13.43li' 

M! 築 Ift j fli A !JI! 100. 278月' B 隙 78.780片ー

延 ifli tIi A 地 413.7631t. B IlI! 323.554呼

d十 737.317同

1  } ' "'jり IIlI fl i A IlI! 17. 24円 B 陳 19.90f¥

1 ，' ・ι nlikifli A 隙 15.43同' B 隙 18.41 lj

h時 jJ.l 鉄 筋 コ ン ク リ ト.i(i ， ｉｾ 式問必

r.t. A i'J( 24}.i B 附 16} ' ，;1' 401' 

期 間 [{ I 3  0  fl' 9  JI ｾ＠ 31  11'  3  )1 

J  

設 計 者 の こ と ば 石 中 達 夫

'!J'(j血11.1tnli 肩1の駅に近 く，見l 叫に民 l ＧＧＱ Ｇ Ｎ ｪｬＱ な ｬ 血ｉｦ ｾである。 ｍＡ築主 の 宮求 は ， 返品Ｚ数 の 多少によ

って ，生れぞれ[ln取 りの % なる二つの !JI! を， '( r々の悦野か b のフラ f パ V ( を似つ上から点西に

ｾｩ ，抑 ｬ して ｍＡ てるよとである。

ｊｾ ，［ｪに当つては ， 与へられたＡ散 ｉ 血 Ｎ ｍＡ築主 の 吊型 する ｊ ｉＺ 条 ｙ ｩ を念頭に ｩｲ Ａ ｾ .... ¥- つつ，とくにつJ の

J荷，t.'.i に樹立した。

1. A 械は夫婦，または長舗 と r O¥l - 2人を対匁に，J.N1f{(j _ :絞宝 と，ｾｊＡ ＡｩＩ＠ ｉ ｾ 政世を配 ｩｅ した。

1. ｂ 陳 ｉ ｬＺＮ ａ 械よ り多 人数 の ｉｉｴｻ Ａ ｽ をけＺｬ＼に ， ｾ に融通性を持たせる必要 上 ｉ W. 政一二ね室 と，従室

IH匹ω JIII を1[< り，iJ! 房を独立させたι B 棟白人} 心丹 11 Ｎ ｴｾ に ａ 憐よ り年民 ｅ であるニとはちちろ

んである。

1. A.  ｂ 両棟共 ， 無駄 のない Ｇ ｉ ｜ ， ｾＧｪ なＺＱ＼ ＱＱＱＱ に 住 む 人 々に ， 幾分かの遊びの，ＮＩ＾とりを持たせるため

に，紋側を設け，憩いの場とした。

l  ｦ ヰｽ， 心 収納部分 ＱＱ 抑 人 と ， 物 ｾＧｩｾ にわけ ，乳 母 Ｎ Ｑ Ｈ ， 子供 ｊｉｉ ｩＡ転 巾 なとり 絡Ｑｬｉ Ｑ に便利 なように ，

物 ￙ Ｇｴ ｬ ｾＡ J:. J也上に設け ，)J 'I I!!! とした。

1. 仕上 Ｑ Ｎｴ Ｇｉ Ｎｩ ，ｾ，になりがちな ， A j，'1住't: り外観と色，測に ，変化を持たせるためと ，ffi 築主の，取

引 凶 関係もあって ， 外ｾ のー ・ 部にヨドワオールを ， 階段主 心 手 ｲｮ の 肢に ， 比 ｬ 色ＷＧ Ｗ リラ ｦ トを ｭ

t 、た。

1  

晶I i7l 図 1. 正 I"J 2. 誕 1"1 3.  処物人 I J  4  挺 5.  A  I1U  6. B 隙 7.  j ニスコート 8. 物 前

'* 

し

づ

「
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すいせんのことば 池 田 宮 彦

(j '!' Hlよ，ｻ ＱＮ ｊ Ｑ ､ＩＢ Ｉ Ｇ 務所 セ 刷、 ｺ したて叫 ＱＱ か ｆ ＾ ＿ｩ Ｚ ｾ を ｊ ｴ にしてｾた ， il U ， 

純愛す心 協 }J (; ")  Ｎ 人 であ る 。そり ｊＧＮ 品 々 人附 と Ｑ ，［ ｬｴｾ ， J b ." ，て 71
1
1¥nな迫。し

けする 凶 ＱＱＱｉ を 引 く 人 であるＮ ニ の ｊ む Ｑ ， Ｐ Ｐ ， Ｇ ［Ｚ［ ，，ＩＩ主Ｂ↑ ｉｾ Ｎ 1日1/1が今1i !Iて い くつ

1，凶作品 を予断!t て J て洗練 占れたMI，t.!:， で￥ 上ったしりで ，}j地主，，) Ｇ Ｏｬ ｾ［ ｊ Ｈｲ こ

対 してｾわめ Ｇｃ ｦｩ ｩｵ Ｇ ｉ に特 えたら ω と し えるりである。ニ ω ＡＮｬｬ物 Ａｾ ，必 らずし

ι ｐｉｌ ＡＱ Ａ ［ｉ Ｇｊ け ｊ ｾ ｨｩｬ ｬｬ Ｇ ［Ｚ［ とは い ι ｦ［ ｜ ・ かし 知 れぬが ， Ｑ Ｑ Ｑ 汁 ｉＡ と ｩＺＧ ｪｾ と主 ω 会制 ω 他

の ｊｾ ｉ ， ｩｉ ｕ Ｂ［Ｚ［ との 均衡 など ・ い ろ いろ 吋 制約 に ｾｉｉ ，Ｚ｟られな が らむ ， 比較的 仲々

とし た し心になって いると思 う。

石 中 逮 夫

ノ、 ，1'. 13 :r. 11  J )  ｾ Ｖ＠ 11 '1'. 

川和ISij. 12J) 大阪 市 ¥'f. ｴ￭｜［ ＮｾＧｾ＠ ｉＮＮ Ｚｴ ｾＧ＠ ｊ ｾ＠ tま!.ll

ヰm宇J i

"  191)' '1  J) '，" {lIi 川太子 'H- I" )自:{; r. ff !.ll 

稿f 4 人 f

伊 22q，3  J )  1，; 1 上 事 ; ' !

早世 11正

II (H4IZ2:)' 9  Jl 心 行陥! . l l 築・)¥.fMJi l ζ 人 11

"  :: 3!J . 4  Jl 大P.i !.ll司! ')': !';il lJi に入社現

自 に ｾ 心

.， 27:1' 9  J ) 級! . l l 格上ぷ験に合怖

ｲｾＺ＠ "11" 

H附;日{ 自削 ｬ泣 ｾＳ Ｚ司 ＱＮ ＭＲＵ Ｑ勾 ｲ 1'1:'"品J

H附ll R削1也2初6:午lド fJ伊JI切z燥長J忠Lι:.1尚I向百. )ドIK K h，1J f エ文主 1
I

仇'iT 阪

[41興 ;{i I< K ')1務IJi I  1  ｉ Ｇ ｬ￻ｬ ，ｾ＠

r- K K持制 仁川 '11務所 0: "ど

な/. 1<. 大!1，{ i{E 5 り合101"

ｉｉ ｻ ｈｈ ｾ ＮＷ ｱＭＺ＠ ｴ ｬｬｬ ｩｬ ｾ ｟ ，＠ ｻｉｾｪｦ ピ ｊ レ

l別府I;_S!j 刈( j . di lj;1? o i，'I1A.:: K K火阪止:

ｾｉｉ＠ 鉄道弘済会大阪5dil ;' 1¥務

1"  
lI (iRI::'S!J' ＡＡｩＺ Ｉｩ ， ね Ｔ Ｈ 川消防 Ｇｒ ｊｲｾ 時九

制K K  !' i Ji UE<-I I:J，:! 7  / .ー ト)

fJ l  ｩ ｪ， ｾ， ι ｬｩ ， Ｇ ｉ ｉｉＨ＠ 1< 1タr羊:i t ( 社

U : I ハー十、。 1" lnli 仰iE (+1  

A アハー ト) Ｑ ，， Ｑ 三 鷹取 ｉￍ ｾＺ

J f W 沌定 I< K t ，，'.- J; { .j，: 防

相改築。

II Ii自130:)'. AP" li 川11ピル アハート. 久

保川鉄 I: K K帝塚山社民 アハ

ート。 伊雌忠尚 ・)¥K K第ー二浦

和iE (判117 ハート) . hil  

鷹Y; ! U1: 身Y; ! ) Jj' I壊。料亭 「

勢争 J <&稿 。



所 在 地

施 工 呂

規 模

工 期

面積 ( 坪)

館

附 属 家

ｾ＠ 1i. !藍

焼 却 場

渡 り 廊

骨1

仕 上

大 阪

大 阪 市 港 区 四 条 通 り 4 丁 目

扶 桑 姥 設 産 業 t:I< 式 会 制

本 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 2 防止II

附 属家 木 造 平 ;ま .!.I! - llll 2 防止II

その他 ｾ 衣笠 ， 汚 物 焼 却 劫

昭 如 31年 4 月 必 工 - 31iドIOJ1唆i 予定

1 階

133. 39 

39.58 

2.25 

1. 50 

3.93 

180. 65  

2 階

133. 39 

17.50  

150. 89 

u 十

266. 78  

57. 08  

2. 25  

1. 50  

3. 93 

331. 54  

1 附 W : リノ リウム一部タイノレ. 111木 本拠ペンキ。腰

. 1畳 モノレ クルスプ ν ツドサア γ ヌ 9. ::RJI'  : プラ

コ'.1ー

2 隊 派 トルギノーノレB 規格> 111本 木製ベ: / . f 0 腰 ・

望。 7 7スター。天井. 有孔耐火ボード

港 ;湾 病 院

設計者としてのことば 井 上 ;晃

病院主II 第は，をニに含まれる 諸条f ' I O，Jr.li¥J泌がd " わめて N鞍しているため，

設計と ｌＧ ｊ ｉ 双 ｽｪ に ｴｾ ｴ 、て ｊ ｍｬＡ 寝中 ， 知 しいものの ・ つである。しかし ， 院 内 の

述転 と 維持 を経 済的 にするためにも ， ｾ物 の 必 命以 上 に ， そこに設 Ｈｾ ｩｩ された 機

械の適否が問題 となり ， Ｇ ｊ￭ この 経 済 Ｈｉｾ ｩｬｬ 営ニゼ、 円初 の ｌ 貨 を節約するより重

要なことである。大阪でも ｬ 血 ｊ 型 的条 Ｈ Ｇ Ｑ の 思 い築 港 に ｦｴ Ｇｉｾ ￇ でない 予算 をもってい

かによい病院を設計 L ， ｾＧｩ Ｇｩ ， 感覚 共 に ｴ ｊｴ 潔という大切な班長を 加味 するかが

問題であった。

平面 Ｎｴ ｬ 函 は病院の要求に込いて 号 ｬ 直 ｌ ， かつ ＱｾＮｊＡ に従った ｡ そのため忠まれ

た予算 と建築家まかせの設J とは全く対践的で，所 .11兄た限に派手なものでは

ないが，予算 と要求を一致させて! I I J泌を解決した。配置は図面以外に霊安室，

汚物焼却場で楠成され，Ｍｾ 持 派を地 位 から三尺向くして ， 台風時の ￼ 水に 備 え

工費節約の怠味で 各階本立i !畳1.1: . 特殊 なしの以外1.1:三、J' JI1 ｾ ｬ を六尺 ｵｮ に設け ，

この間に兄 Hけー，二寸のIl ll tt を立てて III JにJ'! 五粍の .t: ードを i配込んでペンキ

(:1: 上 とし ，そのため 附互の部屋 の 騒 音 が 迷 惑 と な ら ぬ よ う に床材料で加減し

た. 二階病室は.(j イL耐火 ;I( ードをベ γ キで仕上げて 111[ 熱鍛J '1l をはかり ，窓は述

窓として 段大限の通風師:光をうるようにしてある。

とにかくどこといって. r . スター ・ヅアリユーのない至極平凡な姐物ではある

が， うえられた条 ('1内で色々な制約を受 :- ) ' ながらも . 1，詰良の設計をと終始的熱

を傾け，同l心から 離れた場所に近々誕生しつつある姥物に期待と念願をかけて

いる。



すいせんのことば

池 田 宮 彦

井上官l主，早A $ Ji1貴ただちに入社 して ，

こんにちまで払共とよく協力しておられる純

点な， ｊ 也 ｬｾｾ な ，Ｇ， ｜Ｑ 下てＧめります。したがってそ

の1' 1品 も占わめて地味なものが5 H、。元米大

阪と い うところは，維S! ，! 事1iJ!築 H 等に111す

ような派手な，よれ見よがしなお金のかかっ

たむのは受けられない。大阪では J U1J，j . :位で

堅牢なものが，li&主に好まれる。

木造並の_ L1¥' で鉄筋コ γ ク3 ート 造をs没JI

してくれと頼まれる。こ の作品 も)1 上芯がニ

の点で非 常に苫心をしてとにかく 縄めえたも

のであります。けっして尖くしい， とかモダ

ーンだとかし、うのではな¥' . ただその地i自に

精進 したところを認めてTi i きたL 、

作 品 略 世

1I {{;Y26午 伊藤忠利 !i K KITl 浜支山。 k 阪市立医 科大う

本館。川崎製鉄 K K u { t U 功" 務所。 .u; 土製

鉄 K K広却11別封、 '9i ;¥l/11( ， Ｇ Ｎ Ｑ 品 。 ｾｬ 光公 ｉＱ 名 ｛ｬｲ ｊｩｩ

出合1，11。

I別府127年 橋本毛織 K K椛 ( ; D品。姐夫容主。橋本毛織

K K . ! c( 市r "E'/ 介。

昭和28珂 八幡 rii 税務' 1I i 1i 台。大阪 市立 f守山校. 中ヲ校

々合 (35絞) .  I<;! J 二際部 A. B. C.型校合。橋

本毛織K Kl正[ : ; l 幼児子' 1. f 似合。日l i，事忠u' Ii']'

K Ki民相判' t : . I <;1宮崎 11I ';ll 所。点 i l l"l ili T. ￯ｾ＠

K K セノント工場。t I t 麟よ il'i K KI己附J ' . )JJ 第

Ｕ ｊＱ｝， ｜， ｾ ， 合 ｷ Ｎ

附府129i f 大阪 市立」一去向等学校外大阪市立の学校 6 小、

天満' :;_: ;悔1i 学凶

Il lHll 30年 東 洋 ν ーヨン K K滋賀1 ' .1品'Ji務所。f J l雌忠尚

'Ji K K見U; i 文相。丸粗飯 III K K本相 i的集。大

阪 lli 平野々堂 IIIJ 分譲住吉。丸ね飯 ll lK K芦屋

iE.  

H日和31年大阪港湾病院。 住℃公臼l'I I'/I¥第 団 地 配 置 設

討。 ｉ ｴￎ ｬｮＧｾｾ 目点附倍。阿川氏院 。Ｇ ｟ｩ ｛ＱＱｉｊＺ 具 ｋｋ

山Muit 住' と。

井 上 ;晃

大正14年 2 月初 日' f

つ1hl '

II{Hl 123年 0 1 早 稲 川 ;大学第- 1' ] 工学 t'11;

j ] 築 学 科 人 ' i

1I{1拘126ft' 3  JJ 1，; 1  1 : 卒 業

駿 陸

1削府126f1' 4  )J 株式会制大阪i J ! 摂 'JI 務所に

入 社

l別府 130年 ] 月 一 級 生 . I ! 第 七 合 椅

登録￭ＧＨ ＱＲ ＱＹＴＶ 号現主にｾる

本館 1階 1. 玄 関 2. ホール 3. 丸、銀宝 4. ']i 務室 5. 調剤主 本館 2階 27. ! 丙宝 (2 11' ) 28. 州宝 (5 J，Ii )  29. 病室 (3 /，1，) 30. !丙

6.  ｾ 集応 Ｇ ｊ ｩ 務室 Ｗ Ｎ 別i 1' J j I 8  卦i 1，11  9. 1i iu江主 10. 検丘主 11. 内 主 (4 J，Ii) Ｓ ＱＮ 行護婦 ｉｾｾ￭ 肝 32 ， ｾｉ 立五 33. 院長室 34. 医只 lii i U室

札 i主祭主 12. 内科処位五 13. ギプス主 ]<¥. 物療室 15.  X 線宝 J 6.  ｮ￬ｾ＠ 35 .  i:品百1I 主 36. 附添州五 37 . 物品保管j市 附属家 1. !ピ: r珂 2  有l

五 17 ， 9J ( f!J! 19i 18. 女 j 似Oi 19.  .!c Hu' 1i 20.  9J f 約五 21. 手術室 主( 六帖) 3， 利五 Ｈ｟ＺｾｬｩＩ 4  企: ! ? 休長室 5. 会議五食堂 6. ｾ締

22.  il'j ，!j五 j 在準備室 23. 外科処i口主 24. 外科診察室 25. 1正同 26.  f!J! 所 京IJf Jj} 7. N 括主 8. 病院m物i白 9. 悦19i 10. 和室 ( 六帖)



"  

客 室 ( 大広間) 天 井 杉 山 へ ニ γ 平縁舟ほ 天 j t， !l!: 京じゅらく。 1;: たニ .)-.

東 天 闇

iii :{f J血 大 阪 市 南 区 阿 ノ 田I ｾ ｉｩ＠ 天 ｉ ｾ ｉ＠

，1'i ，， 1' /'; 大 成 処 設 J 、; 阪文山 l 級処領土 ιJC筋所

施 仁 丹 才 、 J主 主II 政 大 阪 文 ! 占

規 模 地 上 5 階 ) 1 ii 8 階 増 第

11' tiI. 7附 6S0.  62  '1'  ) j  -*= 8附 690，62平方 米

1". )ijl IIR [l J30ilolOJ ]  1  11 - 1111 如30年12月 1 n  

A  

1. エ レベーター ・ロビー 2. ホール 3，クローヲ 4 下足宅 5. ロビー 6. 千五1t¥'J 7.  'N 廊下 8 容11¥19. fAノ11¥1 10. 抑 市 11 幅下 12. リJ ( 似Oi 13.  -f;: n副所

14  厨v } 15.  i f l，r- 16. J.L; ほ a. 4' 1'人 b.  J1i J  1111 c. 天袋 ・i世袋 cl . 物人 C. エレベーター f. (，;j 物川エ ν ベ ー タ - g .  ｾ＠ 7 ト h. ハ -:I'T i  釜場



す い せ ん の 記 笹 川 秀 男

新しトl ' i l ‘ I J ! 領支が現代の 円本から I1十作からどんなものを感じ，

如何なるしのを法みとろうとして いるかは，まよとに興味の深トこ

とである。

吾々が新人への月併の努力は ｪｦｦｩｾ よであるごとく ， fi い人々が新し

L 、時代の曲l液のなかから伝統への知識の研盤はまた焚展である。

，ｾＮ丘町止 の 強 ｦｊｊ と ｮｬ ヅ ｊ の ｬ ｾＡ ifi はこれと ffl l X する結i粧を生むもの

である。

師かな歩みと賢xなる努力が現代のi . I ! 君臣家にとっては大切なこと

の ように思われる。

東 天 閣 の 設 計 を 担 当 し て

学 歴

昭和2' lf，・ 3 )1 第 三 高 等 学 校

JII¥ H 宇' I l

同日制27tr 3)1 1;' 問i 大 午 l 学部;

i . I ! 築学科卒' [ ，

j 佐 } 民

HH自127: 1" 1)1 大成主II 設妹式会社本

判J量，rt 部人- 1)

附I ! 127i，o10)J 大成長. I ! 設抹式会社大

作品略 l炉

取ニＡＨｉ Ｑ ｩｩＮＱＡ祭 ｪｬｾ 説， ､ Ｈｾ＠

に転勤 ， 現在にｾる

，i( ｦｦｬｾ 相［郷 ｉｊｉ ｕ崎投， ＱＱ nlil ギ 1・八銀行大

阪支 'LI_;投，il 'Mi (/，' 近畿 frm銀行本 山

J!t "t 補佐 Ｇｉｕ 、 ｉｾＡ ，没 ｊ 十担当

嶋 村 隆 次

昭和 3 ir J 月 3 日生

ド Ｑｭ ， ［ＱＧＱＱｾｩ に つ いては ， 飽主側かｉ＿ IJ!!JrJ ' i ' 凶食堂が利) l 1J : 使府lであるからで主るだけ似たものにして欲しいと¥，う強t ・1l' i:ll もあっ ，又I円築 r. 'JIのため，間帯段室，

エν ベーター ， リブト ，使所等の1立れが決定的であったのでPll 創作J なものができなかった。 特に '1' 火にk; nをとったため ，外部に l而しない京がで企てしま ったが

これは大! ム11¥1にした時と ，側室とし ての利 ffj とい う転用性が屯嬰であったため止むをえなかった

次に iソJI 即11111が短かかったニとと限られた 予算のため ，，if 納や材料に思う程のことがでよ? なかったのは残念である。詳細については， とくに新 しトむのはなか

ったが，大衆にマ ' /r するいわゆる R1i ' Il J ' ず f ンを日 本企II 策に Jk人れなが ら， しかも rl 4: i.I!慢のもつ務{ ，' 主を失わないように官fi ; i むした。とくに快に緋仰を利用し

たことは成功した凶ではないかと思っている 殴は点じゅらく仕上としたが， J :  'JI Jijlllil がMかかったため小舜下地 とせず，プラスターボード 下地 とした。三尺 Jl j

} ) ポー F 凶縦 11からのクラ Y クが心配されたが，一冬魁 した現在てe もタラックが人つてないとニろを 見ると ，ニ凶下i也1.I.;l1 l't _r. 'Jiには使ではt，i. トかと，l J _t う。大広

11: 1りぷ Jt.tJ; ，おさえられた階尚 (3 米 50) と峻! l } J l j Y 7 十のため 11.. むなく低くなったので，弘J I'l! RJ I にして少しでも救いたかったが， ニれも)';Jlo;.) 晶: がゆるく大

ｌ て幼 ｾｈ ｲＮ ｬ でなかったようだ。セ凶 他 ｩ 骨格 ｊＺ 'Ji とトう限られた範UMでの設d のために，I J . tわぬ文陣があったが，こんなと二ろに現代の始集家のなゃみがあるのだと

!と札、 ，また勉強だと呼止させられた ( 約付附次)

7 隣ロビー ノ、 JI 綱惟ベニ γ 蚊 ＱＱ 陥 ｬ［ ｾ ｊｕ Ｇｕ ｚｊ ド 唆 京じゅらく 。 ｉｉｉｾ 、 木製ペンキ 塗。 Jギ 情ほ甲板。



愛 媛 労 災 病

上 : 本 町i Jヒ凶l

下 車 問 内 部

院

2 階事脊および1 c : 1児

所 在 地 愛 媛 県 新 居 浜 市 小 松bjt 町

施 工 者 輔、式会社大 木 組

ベ Y ト数 2  5  0 ベット

坪 数 2，778珂 ( 内既設 767T!' )

工 Jij l 川1Tll 29 1. 1'  12 rJ Jl' i' 工

ll {j fll 33 [1'  3  )  J 唆 L J' A

主要仕上 外相; 色モ ルタノレ砥部 し 部人

，(r (， fVf/J 1し

内 部 11、2 1i1' i リノ リュ ウム ，Ii. ::: 7' 

スタＨ Ｉレ ｉ｜ｾ Ｏ - ) スターエ ンピ塗 り，

部ベニヤ IU払 り，大 )1 サンラ f ト及び'!!{

音ラ f ト

すいせん者のことば

高 岡

Jヨ巨

，同

小丙{ ! ，' ! i . '1
1附 l司I也Jj l.l!.l'iI .. j. Ktf.'i 

部建築課において欽!l 米 ，' 1¥庁官級

，労災病院そω 1也ω Jl ，・l に従 ιI' L ，

内 3 年余を係長と して業務の 切組 し

と，f岳民の指噂に吋って米た 当地

他行内に労災1内B院りm世，;1，叫がItf. ま

ると ，絞りj から，d']llI j宅ωi午製を机吋

L ， シ汚 ｊ 災 ｪ州ｾｾ院主 ｴ特与イ“ Ｑ Ｐω Ｉ 骨慨世能を解 ｬ叩明 ｰ列 ｊ し ｊ

J計ti碕完料「内l 税に火 ，1- な努j刈J を払つた

4 心資料 l 主，fl由り} 也肢の病院投 JI に

も参 号 と，:， J1. ， 、"，P.y尚 < ，呼価 ':: J L

た。設計に吋って ， ｾ豊能を追求し結

論づけ て行 < uuの押l切り }i ，処理の

仕J i l t " 彼心1本rtt i' lr，モ心 ままに線

也、でぶｾ主 〈 合 ｐｬｩ 化 ｌ ， 11分凶 もの と

して活mして i i  <  彼凶大企 くJgl 持

される lfli であ る

昭 fll 30年秋 ，I . I ! 築学会g' j !の 病

院 J 設計に t 別，:e ) 八木正Iと協}HG

g L ，支部人選，全悶の{ 上作に人っ

た 1ι 1<1J ) 努} ) 吋tifl
l
;1
1
1で ある 。

せいせんに仙;-t るJ 9i 以。

( 捕l t!t円 '1' 阿 国 i血l.ll l.. j l.l!寝 jllUl )

外来診療部 2.  ｾＱ Ｎｐ ｟ ｐＮ郎 3  手術部 ι  X 線問i 5  病棟割， 6.  liI!i i  7.  洗1紛 lItIi

物 療 部 9 ボf : ヲ- bI! 10. ｾ女五 Ｑ ＱＮ 点呼 ＱＲ Ｎ . f ( 護側礎的合 13 職H O合

'‘  



夢 と 現 実 小 西 敏 哲

病気になったらあの病院に入院したt 、とトうような病院，息苦 のために作いとニろに予

のとど〈ような病院をつくりたL、とくに労災病院は凶肢不自 111忠白 が多く脊樵竹折止!.fj-

のような反 則入院 Ｎ ｉｬＮ｜ｾ (脊椎骨折11 5 年J Il I入院しています) の' " いこの病院は，判切 さの

にじみでるようなまた用境にもパヲエティーをもたしたものにした l 、。ての上維持管理貨

が余りかからγ ，[1議" に感謝されるよ うな病院はで. j - な いものかと ，銭沢111な拶をえが

，1- ながら設J 十に1f{ 僻ったのですが，予算の関係年度区分の1[11闘に加え ，腕カリミ熟なため，

ずいぶん，Wh't L  L . 勉強した心算でも ，本館Ai I Oと仕上がってゆく にしたがi 、満足したも

のがで，ＩＭＭＱＧ ， とく に ｬｴ ｾ 初に手がけた Ｇ ＱＧ 国労災病院に つ い てはその感が 強い 。

愛媛労災州院は，敷地が前1師辺1 i ' t より低いとい う特妹条例が幸いして ， 2 陥に 11'(接正 l而

玄関をもってくるよとがでJ - ，外来診 l.li ffil を全部 2 附に収めることが可能となり ， 1附 l.t

ｲｬ Ｉｬ ｬ Ａｦｦｩｾ ， 手術部 ， 検 伐 の Ｑ 部をおま ， 入 院 ， 管 理 ｉ ＺＧｾｬ 救 ， ;:Y.)IJ の入け を1階に設けることが

でケ たので，機能11; に大分すっさりし たものになったと止川、ます。

この 2 つの病院1: 1 . ¥、まだ木完成で，完成までに今後2- 3年はかかるものと且川、ますが.

Ju: 後ま で愛情をこめ，全力をつくしてよりよい病院にしたL 、と念願しています。

大正9年7月28日生

昭和 16年 3 月 南満洲工業専門

学校建築工学科卒業

附和 16年 " 月 満洲中央銀行営

絡探勤務

昭如 Ｒ Ｑ 年 ｬ 月広ぬｾ土木部ｴｬＡ

策調勤務

III Hl l21年 7 月 i被災復興 院呉特

別組投 /I ¥jll 所勤務

lI f1fl123年 4 月 特別調達庁呉支

ｦｊ 管 財 部 補 給ｾＡ 日勤務補 給 係 長

昭和25年10月 ｾ 政 省中 国 四 国

ｪ 也 万ｴｬＡ 設 ｦ ｊ 営 絡調 ｬ ｾ 策課勤務

11日和27年10月 符繕部対! 築課設

計節ー係長 小 西 敏 哲

正 而 外 観

所在地広 ｽＺｾ ｾ［ｬｯ呉 市広 町 ｬ 作 品時限

中 国 労 災 病 院

飽 工 行 松 本ｾ 設 株式 会 社 ｼ閉 和 ＲＶ 年松山 地 方検察庁別館

ベ Y トE主

坪 数

3  0  0 ベット| 秒 間国通産向ア パート

3，430坪 ( 内既設 1，331坪) I  "  27年 松山地 ) i 検祭} j ' 木館

エ 四1 lIrl Tl I  2  9 年 3 月 着 工 I "  28年 山 口 i也 ) i 法 務 局

日日Tl I 3 3 年 3 月 竣工予定| 勿 前 知 地 方 検 察 庁

主 要 仕 上 外 部 色 モルタル掻落し
中 国 労 災 病 院本館

内節 JIミリ ノリユヲム壁プラスタ I "  29年 下 関 税 務 署

ーエ ンピ塗 り，天井サンライト I  "  愛 媛 労 災 病 院 本 館

1. 外米診療郎 2. 管鹿部 3 乎術部 4. X 線部 5  病棟部 6. 厨 房 7.  洗溜消毒

8. 物縦割1 9. ボイラ一同i 10.  ｾ安室 Ｑ ＱＮ ｉ ｬｬ ｾ Ｑｬ＠ 12 有護婦寄稿合 13 職口宿舎 玄 関 III 脊



岡 山 労 災 病 院

1折f E J也 岡 111 di 壌 港 緑 町

1: IUI Jl Rfl128年Xf f. ｾ円高 ＳＲ Ｚ ＱＧ Ｔ )1唆 1' ，予定

Ｑ 見 ｬＧｾ 2  5  0  J!、 延 2，4  7  8  li' 

設計者のことば 八 木 彰

、円時，いろトろな制約からハピリ ヨング f ブをと

らさるをんなかった。現 {E，外米 ，r f PI¥. ラ ' / 7 ，

サービス叶九部 ， :1(1 ラ 械が完成し ， Ｇ ａｾ 何 回Ａ，

ｦￋ ｩｪ ， ｬｩ ｊ， ｩｬ ｎＡ，打 護婦 ｭｾ 号および職 ｦ Ａｔ ｩｩ ＱＺＧ吋 部が綾 I

している

291ドI't に若干した古川合j 堤病院では. 可能な筒 Ilij

で プロックタ f ブへの発展を試みた s



1. T: 1明広 1111 2. 1'1 )'1' ，人主 3. i?i u'( 宅

'1  悦/Ji ・洗 Ifli/肝 5. リ ト Y 京 6. M ;1'1 京

7.  J雨 下 8 . 郁 ii ' 京 9. Pll 挺 京

10.  ft 引 11 脱 f<. 本' . 12.  I行 中

13. 関 防 1，1. U  H( 15. ボイラー宅

16. 烹炊 !1m，，'( 京 17. n，化 情 ポ γ ブ宅

_  lon 

¥ 

LrL 失i O 白t 匹fo，n;i fll 飽，1'l: 1三 宮 市 附 1'. Ifli 図

〆¥ 一却に_ J l，

間 ill ツJ 堤病院配限肉 1. 外来部 2.  行PI! 悶; 3.  ラン 7 '1. 手術及サプライセ

ン タ - :) 般病N ! 6. fI'Il<li 病棟 7.  サービス部 8.  ポ f ラ - Hi 9.  ; : ; ; 安解

剖宝 10. 自動車体 11. 倉時 12.  n護婦ia合 13. 験 Uii i17

呉 失 業 保 険 福 利 施 設

「平 安 寮」

地

工

造

模

波

野

在

引

所

竣

梅

規

外

工

呉 市

附 和 3 0 年 3 月

鉄筋ヨンタリ - f j也 Ｒ 附ｾ ー・向日平家主n

延 1 8 0 坪

モ ル タ ル 塗 色 モ ル タ ノ レ 吹 付 仕 上

ｾ策 ＴＸ ， ＱＰＰ /f.f-

以前Hその他 10，400 /f.f-

ｮ 怖労働ＯＧｩ の ｪ 事 Ｇｕ 出 ｬ 没であ って ， ｭ 泊可能数 ＹＶ 名 Ｎ 食 ｾ［ｴＺ

Pll 'Jl 宝については1i'i il'l 円以外の事1mも 号l置されてしる。

すいせん者のことば 高 岡 ;膏

八本ＷＧ［ ＱＱ ， 中間園地 ｬｩ 建設局営綿間［ｾ築［Ｑ｜において，数

年来 日ｊｩ ｾ符繕 ，労災病院を の 他 の設計に従 Ｇ ｬ ￯ ｌＮＮ係長とし

て 3 年余り業務推進と係員の指噂に当ってまた. 労災病院

の設け資料g' 11および投，十ノィ函を担当L . . 大体. 小阿君と

同様コースを 協働 して進んでまた。 r平安祭j の設計に見

るように . 11  A層住活 E のためにささやかながらも ，iN潔て'

使い良 く民心地よい環視を造るニとに. ある限度成功して

いる。

労災病院の場合も . 院只及 1'，干11f 1. 、「氏側の紛l大t華々 の 要

求をそれぞれの立場になって研究 し，簡潔に明快に設立1に

採り 入れてL 必。一ーとはL 、え i 今後も勉強はますます必

要であるL . . Ｎ ｬＧＮＧｾ、身 に彼相応の耳 、 むあろう。逐次災現され

て行くことを ｊｩｪｬ￭ 与しよう 。 ｾ築学 会 ｲｊｍ 院 ｊ 0) 懸賞には.

小川 ｬｴ と協働で。佳 作 に入 った。 ＨＧ ＱＧ 四国地 ｾ ｊ .. ｪｾｾ ， ｬ 型民Ｉ

附和 18年 9 月 南満洲

工業現1.1"]-';<佼姥築工

学刊卒業

町f l1120年 8 J1 迎柏' 円

. i i l l愉mJ9: 4: 問i 向松地

ｊｪ ｾＮ 役目 Ｑ 勤務

問自124年 7 月 中国問

ｬ 司 ｬ 也ｊｪｪＮｬＡ ｾ貴 Ｑ .. j1if綿部

勤務

IIR自1271ド10JJ .n紛部

ｩＮｬＡ摂 ｊｾＡ 第 二設計係民

作品時服

11ft 11127年 iよ務省時取

令 ｨｩｬｮ ｣［ｾ 時

，:5 松 法 務 局

iill28年 岡 山 労 災 病 院

|司29年 古川労災病院

"  ｾｾ失ｩｏｻＡｩｬ険福利

鈍 泣

日30年 広 ぬ ・向松公

務uアハート

八 木 彰

大正13年1月24 日生

合
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松 111 市 郊 外 ，'r fI1 Wf 

造 21務挫の7 ラプハヲス

帝人松t 1I T.J時の瀬い内泌に守't ;判' t

附和30年 竣 じ 大 体 制1 ｾｾ＠ JI 施 1:

地内に祈祭主れた鉄筋コ ン J ｾート

所 在 地

庁守1>1  
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吉

田 岡 省 主量

大 iE 1  3 年 生 れ

問Tl I16年 4 Jl 大阪市立L 芸学校辛

1町布12711' 6 )J 大林組人剖 設計部勤

務 32 %

設計担! 吋の主なるもの

小 !'f 111 -t ) ン ト 百1 111  iJi; tI 

Y 氏 邸 茶 室

帝 人 松 山 L 場 クラブハヲス

す い せ ん の 辞

小国島 兵 吉

古 l刊It l t ，とくに} [ q. につい C ，鋭

い感覚を持って いると辺、います。す

いせんの併 もあまりほめてもいか「

［ｾ ＰＭょ うがあ りません 。ｊ， 土 ｩ 声 々 ＧＱＧ

のJ. _cとい うと ころでしょうか。

4  

5  

寸 感

吉 岡 吉 雄

いつも，投J 十の{上・lli こたづさわって

払の脳誕にi宇ぶのは，創作というニ

との如何に燥しいか。 ffl 築を創り UI

すために 1 法JI- I¥- ，施i 丹を含めて

いかに急くの人々 の協) ) にまたねば

ならないかということの二点です。

その上になお ，統合 と決断をｾす

る{上 '1ft . ごと思います。例へば ，オー

ケストヲのコンダクターのように.

ｾは，まだまだそ の 械に立入るニ

とがで，ｾませんが ， それを常にｲｉ 際

にと 均えています。



大阪ｬｉ￯大 ｾ￈ 区ｾ＼ 柄 浜 通

昭 和 3 0 年 7 月

ｾ ｲｬ 和 Ｓ 0 年 1 0 月

J ; f - 数 5 4  1 併 3 5

2主体情逃 鉄 骨 造

hl 恨 i ! t 喧鉄板下地 ヲスモルタ ル

エハープラ ( f i H上上

腰 4  111 : 1" ' / ! J  9 ートブ

-;/:; 

日空 ラスモルタノレ1量

木 造 柿 フローリング

ニス j- - J レサツ ν 」

墜

具

場

安十

w  

?J! 

在

社

工

w

k

工

所

設

完

概

阪大ネ土

. ."与

: n 式株気電トスエウ

ダイアゴナ ルトラスの架IRJ ut とし. 540 同の屋根

を 6本の牲にて支持L . ｬＧ ｬ ｩ｜ ｕｾ 礎 として 阿 ｊｪ 外盟 ｩ 固 で

鮪を巡り ， トラスを 1I'1j- . ｾ慢で述紡した 。 再ｻ 椴 は 柑 ｉ

造を ｒｾｉｉＧＨ に夫現 ｌＮ トヅフラ f トによるJ 1、 1mの探光を

計ると 共 に ， 谷樋の処 ｰｾ を 併 せ時「直した



E  

組築が生隠される喝合において，とくに払は建築以前の問題から

述築設計の過ねにおいて. 一人の 才一 J レマ f -テイ の作家が何から何

までかたづけていた時代は過 tf 去って . 現代においては一つの集り

において。一つのグル - 7 に依り ， またはーつの群によってこの難

解なｊＯ｜ ｪ 題 を集団の Ｉ ｊ でとｾ ほ ぐしていかなければならないのではな

いか。もうその時 代に突入 して米ていると思うのである@

この作品 むむしろ三郎グループの ;) J の 集 結 と い う こ と が で 去 る

が ，そのうち. とりわけて百年生l ! 築家としてよこに紹介jf t逃した内

藤 1J の ) J の多かったことは巾すまでもない。

i血途な人ではあるが 1 このような地についた線強い l也途さが，一

つの 作品 をつくる上に限りない ｬ ｾ の ｬ 唆い愛情を 作 品 の 小におり込む

のであり ，政へて内旅' / 5を ，'1年I l ! 寝家の列にjf主選する所 ;¥j て' もある

訳です。 1956. 5. 5. 

釆徳すいせんのことば男

科学の進歩は今まで不可能 と思われていたことを可能に寸るとともに可能性の限界をも

明憾ならしめた。

I l ! 築においても，地震 ' lI!台風そのものの不可避であるよとを知るとともに，信、とセ ) y

トを使うことによって地震 ・lI'i! 風にもぬけないものを造りあげる二とが可能になった。

しかし .101 じ鉄 ・セ) y トを使mした姐築においてし ，それらの天災の多い地 )i とそう

でない地 )J に造られたものとでは . ;)1'1il な( [ mがあるは-f である. f"f 放なれば ，地震の多

ト地方と全く ，それにおびやかされる心配のない地方のIl!策が全く 1，，1じ場合 . ]j ij r，- におい

て安全であるとすれば，後者において悼し く不経済であり，後百に対してのみ，安全であ

っても . 前荷に対し ては危険だとト うよとになる。

ぞこに挫築の風土性が生まれ. その風土に規正されてくる民統性が生れてくると思う。

払はいたづらに形態のみにとらわれることなく ，かかる意味での処篠の風土性 ・民族性を

追求l . - . 表現してい在た l 、と思う。風土性 ・民政性以前にある人1111性を恨本 としてトるの

は勿論である 。

薫藤内民 族 性風 土 性

男費E藤内作 業 所

1 . 材 料 交 入

2. 頁 衣 京

3 技 術 室

4. 合 川I

5. 医 f ) j 宝

6.  ν エレ Y デ f ン

グ

7.  回 収 ・修 舟tJ ，品

8.  工 具rn均 ・セj

ントミキサ - It l

場
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大正 12年 l 月 '1 n 京 都 に 1よ る

昭和21年 9 月 早陥f I 1大 下 型 1. '、i'.ffll l l ! 祭科卒

昭和21年10月 抹式会社から苫屋工務応勤務

昭和29年 2月 三 [1¥建 築 事 務 所 勤 務

1 . 焼 却 炉

このほか東側にガレ

ーデ，事務室等が配

1位さt t . ている。

F. 変 n1 i-r  

( 第 2 JUll τJI) 

G .  k 干 艇 Oi

( 第 2 J町.1:' 11)

H. 見 子 便 所

( 第 2 JUI エヰ1)

倉 同1 ( 鉄骨)

会 験 室

食 堂 ( 木 造)

炊 '11 j皐

動 )J 室

(第 2 JUI工市)
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宝 塚 映 画 撮 影 所

所 在 地 宝 塚 iIi 

設計 ・施工 株式会 社 竹 中 工 務 底

_lJl. ｾ＠ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト iE

主主 坪 7  7  2. 6  5 坪

高
〈ゐ?  1  4. 8  4  7 米

ia'-j コこ 昭 和 3 0 年 1 1 月

竣 ユ: 昭 和 3 1 年 3 月 末

'f- ffii 図 説 明

L ス T ー ヂ 2. 照 明 室

3. 鈴 音 整 備 室 4. ス チ ー ノ レ 室

5. '1> 務 室



写 真 上 γ エ ノ レ 配 筋 状 況

右下 V エ ノ レ 鉄 筋 侠 司 !

随
相

1 1: . '、 倉 石 秀 夫

1ムがかつてパワル ・ワ f ド9 ' l ガーに傾倒していた

頃， 日ーダース ・ダイジエストの東京社用 の現喝を見学

に行ったことがある。その時の現場主任の方の 7'"7*をい

まだに忘れるニとがでまないのだが，それは二の 1:' )1を

始めるに判って設計 円か1 ' ，，，乙の辿物 l主梢11' - ; ・織械を作る

心材 ｪ えて Ｇ や って はしいＢというのである。ｾ策と精精険

械， それは余りにもかけ離れた比較かも知れないが，そ

の 時ほとんど竣 ｩ したｾ物 内を 一巡して Ｎ あの 打 返しの

コンクリート加を始め両nを支持している傾斜したパイ

プすポートとそのジヨ f γ れ す :J V ユのはめ込みゃあ

るいは n地切りの詳細にいたるまで，寸分のゆるみのな

いのを見たとま，ニと の善悪は別として. なるほどと感

心したものである。それにひさか止われわれ栴逃庖がf正

円やってトる計算はどこまで柑奮なのであろ うか。世t紛

荷などと 11.' 監理に七日えない' A がする@それはあまりに

も仮定が多過ぎるからである。材料において然り ，(';iifi 

の取り Jj において然り ，応力計算において し，さらにJ品

磁の計算1司、たってはもはや推定に過t :f なL 、。応策の計

算とはニのよ うなむのであ る。

ある純度経済的て' 二われていなければよいと云うのな

ら問姐外であるが。世はまさに原子力の時代 で あ る な

どと JJ むのは通俗的だけれども ，たしかにその Jj 聞はど

んどん進歩しているのに，ひとり建築の分野だけとは限

らないけれど，どうもわれわれの仕事は遅れす t! ている

ように忠われる。 べ) ' ，ノエルなどといった変った引のも

のがあらわれて占たりしたけれども，それよりもうそろ

そろ鉄とコン 7 9 ートなど泌くさい材料から脱皮して 1"1

か外の全く新生1な材料が/1¥てこないものであろうか。ニ

れが払のはかなし拶なのだが。原子の欄造やその働主が

わかりす:yるほどはっきりわかっている今日 ，われわれ

は土一つ取上げてもわからないことだらけである 。そω

大ｾな距りに ｪ 島燥よりもむしろ腹立たしさを党止るのだ

が，今の払に ｉｾ 何ともでまない。

倉 石 秀 夫

略! 援

大 正 1 4 年 3 月 3 1  1' 1 生

附和25年 3 月 点術大学工学部

強築学科卒

1，/1  年 4 月 抹式会社竹中工

飾的に人判 ， 以後 木ｾＡｉ設 計部

に勤務 ，榊地机 、"，

n

"
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 株 式 会 ..1: 1' 1偽 情 治 2 号 厳

Ｇｬ［ｾ 士自 ｬ 行三 Ｇｪ［Ｇ［ 文応

桁 0¥ ピ ル i門 商 工 事

組 織 物 燃 糸 工 場

宝 塚 映 両 ぬ 影 所 等

すいせん者のことば 小 泉 昇

ｾ築が ， ｛ｦｽＧＡな火災を脱 Ｚｹ j" 肌のJむを1 1 . わすようになってすでに久し

い。いまて ＺＱｾ ｴｩｉ ［ ｪ 山 ｩ ｊＧずイナーの与えた造引を止Ｚド Ｇｩ ｴ るための ｉ［ ｾ 組 とトう

時えから Ｍ Ｇ ｾＱ 間近して ， ｾＱ｜Ｑ の 問題を左［ＨＺ［する ｊ く よ＿なフアクターと 号えら

れるようになっている。い主まで紹介された IIJtj 姑集まにはt. '1 ｪｾ 占校術 ｅ が

除外されて主たようだが。ニ んな窓叫、で附泊。'fi. をl IHt んしてもよトであろ

う。: Cr Ti nl l : 多忙なJ ( 務υコ余暇を利用して Wtit i研究会にも活雌 L ，円まぐ

るしく進展する 111必技術の11日Mにも絶 止ず旧 I症な研究・し、をたぎらせている

進歩的な銃 ｉｾｪ ＯＧ［である 。 今度実現した ｾｩ｛ 塚スタヂオ の 大規悦な ν ヤー ν ン

も|司君の平 /i; の研究がJ ( を結んだのであ る。( 1956.4. )  
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役汁東 亜燃 料工業統式会 ｾ ｉ 臨時
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力 武 利 夫

、 大 j [ J  5 年 8 月 5 日 生

ｾ ＨＮ＠ II恒

附和 J9年 3 月 五T城公立中学校卒業

附胃122年 3 月 l日嗣l第五高等学校卒

ｬｾｭｉ ＲＵ ｻ Ｑ Ｇ＠ 3  ). 1  J;( /111大学J: 学問IIJ! 築

学科卒世

; ¥' ; /肢

II{，州125年 4 ) 1 1，'，' 水I J ! 設tl<式会.11 設

計間iに入社

附和26年 1 月 /'"大阪支官設計部に

転 じ現在に至る 。

設 計 者 の
、ー

第 2 トY ピシ グ談ほと右側フア ーキス。高さ 60米の フレアースタ Y クの上に点じられた火11速く凹薗からも望見され

ると L 、う 。

と lま 力 武 幸IJ 夫

本 j高級初の新装位とし て. Ｚｲ ｩｩｬ ｢ 業界 ￬ｬ 悦 の 内に ＱｾＱｒ Ｑ Ｒ Ｙ 年 ｊ Ｒ 月 Ｑ nハイドロ ブオ ーミ γ グ裂回は完成した。 ζ のプラソ トは ι 米国ス エタンダ- ， ・オイノレ ・デイヅ

エロアプノソト ・力ムハニーと . ＮＡＮｴＡ亜燃料ｊＮＺｾ隊式会社 の 技術品 Ａ 携により完成されたも ので • Ｇｪｩ ｾＧ 庄ｩｩＨＨ溜殺 ｩ 位 にて製 柿 された ｪ 軍発油 企 改質 ｌＭ ， 高 オ クタン 価 のガ ｙ

Dンを製造する袋 ll'l である。

施ｊＺは各回基礎およ び 架 ｦ 再生 ｉｉ 築 の当 祉を始 め ， ハ ｦ ピソグ ・ ｊｾ 機械そして各極 ｬ￣ 類等各業界各社 の 混成 作 業であり，石 油駁造 装 置 ｭ 設という目的のために一般の

主II 築作業の概念とは全く Y!' ったものであった。

主体構i自は白耐燥耐火な る放に木材とい う名の材料は皆無であり 。完成された機能と 1荷造そのものが持つ池唯1( 1'; 充実感ニそが設計 の本 行であり，また J<の阪致

ともいうべ占ものであろう. jl}.@'; 先のUl i 'J として 斬新に して合組的なスタ ( 1レをというニとで . ;j(:国の校' 1' 1写 t( を払! 示されたがすべて T :'I'l. H i¥1鋼1止川全熔持 1

耐火披艇はガンナイトでというやり 1i であったョわれわれもで，1 - る限りスマー十にと心樹け / '1'1チヤ γ ネルを徹底的に使用したが，床版のみHl ' A熔接. ヨンクリ

ートは '1¥なる防火被穏と号ぇ住において機幅lを助ける のみとしたのは彼我の立地条 f'l 吋. &を 与l. t t してしさらにー歩前進すベさであったろう.

つぎに悶ったのは風圧の1::1題で . 1註近漸くテ ν ピ15等がi j ! 設されるに至り副所の凪陀む切らかにされて. . ! たが，本設計では30米の風圧を両所にむそω まま鍔周

した。参 与に う 臣栂変形 図 を示したが 。 機器 ［ ω 満水市短時にＡ｡度 Ｐ Ｎ Ｓ の 地 震が短るとして求めた 結果 て・あるＮ実際 迎転 を始めると 積載機器 が ｨ ｩｊ 時に満点 ￆ ｾ ｬｬＱに なる

ことはなしから変形は相当救わ* 1 . るニとと，IJ!， う。

現在的 il' 9 月より 7 1レイ Y ド・キヤタリスト ・クヲ y キング L'lil 二諸手した。今向は肱 ・5品υ〉附l比を先に決定 し，変1立を抑止て断 lfil を決定した。そυ〉他 コン 7

νｹ サーなど ｊ 唖動 する 機械 乃グラヲアイング ｩ 主ハ ｦ ブロ ・ ホイ ｊ レを ｾ則すると か ，ガ ラスは三菱 νｦ ヨンりｲｉ 珂光 」ガラス凶 ｊｯ ｴ･ を伎 Ｑ ＱＱ して Ｇ ｉ￭ 依 に備えるとかの

L 夫をおこなった。

すいせんのことば

鈴 木 末 治

構ｾ ，Ｑｴ ｲｲＮは政近十年 ＱＱＱＱ のプランク

を一時にmめてなお且急速の進歩を

みているが，と くに三次兄的構成に

まで立ちいたって 来 た。 力的芯は

J;( 大河U!j より出場先生のごfJ 泌，ご

刈i年(，)';. く. ｾ ｬ 米 の 研究心 。 敢闘 ｪｊ

ＱＱ 人 イ ￬ｾ にて ，牌造 ＱｩｾＧ 識は完蛍 の 域

にせまり . なお一面交際友Z立は深 〈

温J引なる 人格の所イ1者である。 趣味

はＩ Ｎ ｾ八 Ｎ j ) ) ラにて ILI! 君心ru告をそ

りまま反映 し，現在L ・まだに独身に

てIYI るく . 健康なる努)J 家である。

h;Jf'¥の1.'1/;古J幻 t e<れた主なる 他物

丸持本判 . n  本女子大，沖縄火力発

電所. 郎理 ピル. 道頓埼ii'l! 映. 扶桑

ｉ 担ｾ ， ｉｴｲＹ Ｑ ｾ 燃料初 品 ｛Ｑ 品 。

附向30年 9 月末より .(1r. したフルイ Y ド・キヤタリエえト ・クラ y キγ グ装訟のJ&礎配筋が終った唱し鋼筋は32粍f壬，

基礎ほはG L マイナス 4. 650米，その下に末ロ8 - ] " . 長さ 27尺の抗を約2千本打込んだ。





E E圃 - 園

水 族 館 計 画 に 関 す る 資 料

( 1  ) ま え が き

( 1 ) 水 族 館 の 組 織 の 紙面持

， EE 〕 JI 国 水 族 館 の 現 了 正 迄 の 状 況

二 〔 圃 〕 水 族 館 の 設 計 上 の p . ! ｽｾＮＨ＠

( 1' )  O' ナ び

( 1 ) ま え が き

水政館を!{j- I Tl l i するに当って参考資料を調べてみると，

i部分的に述べたものはあるが， 一通 り概略的に全体を緩

めたものが殆んどない。とれは水産学の占める分野が大

きく，また滅多に建築する こともないので自然記録が少

ないという結果になっているものと考える。この計画の

称l本をなすものは水産学的な知識であり，とれを無視し

てはできない。ととに比較的少ない資料から必要な点を

建築的な立場から緩めてみた。

CI D 水 族 館組 織 の概 略

(1) 設立の 目的 水族館といえば，ただちに水の近く

にある と考えられ勝ちであるが，7 J < の扱い方を工夫すれ

ば，どこでも建設しうる。我国では海水の供給，魚類の

蒐集に便な どの関係から大抵海岸近くに設立されてい

る。設立目的から A .娯楽本位 B. 学術本位に分けら

れる 。前者については特に説明を要しないが，後者につ
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( 1 ) 開 放 式

A .  ，ji ンプ B  展示水漕

第 1図

( 1 )  11:}江総lの如き配管を加 えてUM政式と01) 自の場合もゐ る.

29 

力日 藤 大 雄

いては反に ( a ) 生態学的， ( b ) 分類学的に分けられ

る。 ( a ) の場合は水槽を大きくして数を少くし， (  b ) の

場合は水槽を小さくして数を多くする。

(2) 給水の型式 水の使い方に開放式と 循環式とがあ

る。飼育魚によって海水 ・淡水に分けられるが，海水の

場合，良い水が充分にあるところでは一度使った水は捨

てる。これが ｬｾｦ ｊＱ次式である。良い水が自由に使えぬとこ

ろや，海から速いところでは同じ水を繰返し使用する。

これを循環式という。淡水は上水道水を使用する場合が

多いので殆ん ど循環式 とする。また井戸水を使用する場

合もある。型式の概l絡を図示すれば 第 1 図 の如くであ

る。

A 開 放 式

長 所 水族館の構造を簡単にする乙 とができ， I1P..1! も容易であ

る. また水質の良好なと ζ ろでは海水の櫨過事長限を考える

程度でよく ，. 主役P . I . は循環式より安い。

短 所 降雨等11 : よる水質の急変K 対処できない。水編澗郎氏困難

であ る。

( 1 ) 初 耳1 式

C.  高架水憎 D.  i J I退槽 E  貯水崎



わ が 国 に お け る 主 な 水 族 館 の 現 在 ま で の 状 況 一 覧 表

巴品

=  

ヤ 之 と | 娯 市 水 族 館 ト … 館 | 臨 機 掛 1:E詩 集 言 語 | 隷 語 学 瀬戸帥 | 山 富 | 和 布 刈 水 族 館 | 江 ノ ー | 北 純 一 |

所 白 地 ! 大阪府堺市
間山県玉野市 兵ｊｩ ｬｬｬｾ 明石市

[ 愛 知 県 一 子 | … 白 浜 町

1

m
京 都 邸 閣 内 |

ｉＧｾ司市弘布刈
| 附

>i i 関市視I 1I IIIf

股 立 ll' 月 11  明231628年年年再凶戦E被後E  

間28 .7.20 IIB25. 12.7 IIHl l .  7  .22 I  1削 4. 6 1改開設組 町27.3 昭29.8. 31 11[129. 7. 1  問28 .4

H白 l昭27. 9

昭 i ! l l日

経 営 の 主 体 |  堺 市 | 玉 !lff  .Ii I  兵庫県水産試験場 |  東京大学政学部 |  実京験都所大学飯興瀬会日臨海 |  束 J}l: 部 | 内 司 市 I  K . K江ノぬ水銀館 | 北 海 道

久 組 側腕 |  京 都大学技術ｾ 1  上 野 動 物 園 | 間市工務建築探

R .  C 造

2，000万円

循 環 式 開 放 式

併 J l l

ｾＨｬ＠ I 潟 水 I 22 I  47  I  9  42 I  お "  I  ｾ＠ I  ｾ＠ I  

| 淡 水 I 8  I  15  I  I  l 2 I  I  9  I  2  I  13  I  

槽 I I  I  I  I  I  I  I  I  I  

放 魚 i也 I  2  I  I  2  I  1  I  1  I  1  I  2  I  I  2  

| 数 |  調和水柑 1  12  _1 _1 7  1  15 1  L  ___ 1  _ 11 __1 

同物館訟の適用 |  有 |  有 |  無 |  有 |  有 |  有 |  有

研 究 設 備 |  有 | 要最 高 裁 思 臨 海 | 有 笑Fdpbil ) 1  有 |  有 |  有 |  有

制… ｉ ｾ 日 幻 500人 | 吋 日 倣 ｉ ｾ 日 約 1. 600人 | 不 明 ｉｾ 日約 Ｓ ＮＰＰ Ｐ 人 ｉ ｬｮ ＲＳ ， ＹＵＷ 人 ｉｾ 日 ＹＮＸＱＸ 人 ｉｾ 日 10. 500人 I 1日 1. 529人

年間入場人民 |  約 60万人 | 約 M万- 15万 人 | 約 Ｕ 万ｾ万人ｼ 約 1町 人 | 約 15万- 2 0万 人 | 約 38万人 |  約 43万人

特 別 な 企 劃 |  有 |  有 |  無 |  有 |  無 |  有 |  有

関 節 目 寺 別 | 無 休 |  然 体 I  4月1日- 11月末日 I 4月1口~叩月米自 | 無 休 |  無 休 |  無 休

魚 類 補 給 先 | 雑 時 禁22E| 再建井， 白浜 | 地 藷E漁業協納| 三 虫 県 下 | 鋭 詰 漁 師 及び漁 ! 神奈川県沿岸 |  五向，対日見1 I  相続的， その他

m … 頬 | 昼 寝 鉱 私 官 | 際 紛 喜 劇 lsz:協 iE体 | 鍛 帆 軟 体 | 議 開 虫 頬 甲 般 | 議 脚 醐 甲 殻 133E銘 :毅 | 語 紙 競，fjl 殻

設 計 | 長 谷 部 竹 腰 事 例 | 京都大学 | 同上及び |  

樹 儒 教 授 | 兵Ｏｩｉｬ瓜 Ｇ￬ｾ 繕Ｚｷ

R. C 泊 I W及 R. C逃

251!平 |  約 17唱崎

2，000万円 I  450万円

凶 放 式 |  循 環 式

構 造

建策面積 ( 延}

工 T1

製 式

s. R.  C 逃

353. 9.埠

復旧 'I:'t 1，650万円

循 ro 式

W 及 R. C;註

l 27Ji11 

2万5千円( 昭4)

Dij 放 式

W 及 R.C造

249. 9Ji11 

1，700万円

循 環 式

W 及 R.C逃

371. 11時

8万円

循 環 式

竹 中 工 務 庖

R. C 造

451. 2坪

15，∞0万円

循 環 式

有

有

約 80万- 8 5万人

マj

1lll 休

道 総 築 部

R. C 造

177.75埠

3，000万円

循 環 式

然

有

約 24万人

無

4月21日- 11月9 日

室日曜及び宵森近海

千禁瓜，岡山県

魚類，甲殻類，軟体

動物 ，稼皮動物 ，s空

協動物

‘・



B 循 環 式

長 所 いかなると乙ろに も<1! 股できる。温度官邸良好な るため多

組据1の魚類を飼育しうる。

短 所 常 に 綿密 なる ｴｬｬ ＡｬＡを要する。 ｾＨｬ病発 生の勘合に 全滅 の 危 険

がある。

(al 水槽 展示水械には普通の壁7 . 1 <柑，放魚池( プー

ノレ) 及び熱.:作魚等を入れる可搬型の白水槽がある。水槽

の大きさ，形状等は建物の平商計画の関係，ガラス寸法

及び飼育動物の種類，数等で決定される。 裏側には貯磁

槽を設けて予備の魚の馴致，貯蔵，展示槽の消婦の際の

魚の移動場所等に使用する。また病魚水槽を設けて病魚

発生の場合に移動，手当ができるようにする。とれ らを

引っくるめて保健水槽ともいう。 循環式においては別に

i't 澱槽，ｖＮｾＨ 過 樽，貯水槽，高 架 水械が必要で ある。 以

上のうち置水槽以外は総て水を 循 環 せしめているが，

白水槽の水は循環しない。との型式のものを調和水槽

( Bal anced- A q  uariu m) といい，可搬型のものからプ

ール式のものまで大小ある。魚類は呼吸 して酸素を綴

り，炭酸ガスを吐いているので，酸素は7 . 1 < 表面より水中

に溶け込むのと海言語，植物等が炭酸ガスを概り，光合成

によって澱粉その他を造り酸素を出すのをもって補給し

同時に魚の出す炭酸ガスと奨とを植物の養分とする。こ

の相互作用が水槽中で行われるように工夫されたものが

調和水槽である。

(4) その他 水族館の組織業- 務中には採取，輸送，飼

育，研究，経営等の事項を含むが省略する。

Cill ) 我 が 国 水 族 館 の 現 在 ま で の 状 況

我が国における主な水族館の現在までの経総を参考ーま

でに一覧表とした。( 昭和31年 1 月調) ( 完IJ 表参照)

ClllI コ 水 族 館 の 設 計 上 の 要 点

設立目 的， 型式等ーに よって細部が定まってく るが， 設

計に関連する要点と 思われる部分を記述する 。

ω 水 質

循環式においては海水を長い間，使用せねばならぬの

で水質の変化に対して充分の注意を要し，水質の検査を

下記の項目によって時々行う必要がある。水温，塩分，

水紫イオシ淡度，アノレカ 3度，過 7 シガシ酸加盟消費

t，酸紫昆その他で，こ の内われわれとして注意すべき

はアルカリ度の点で，通常の海水より多益を認められた

ならばモルタルより浴出したアノレカ Dと考えるべきで，

今までの実例に よれば彼環式の場合，閥館当初との影響

で展示槽に濁りを生じた例が多いとのことである。もち

ろん水槽は使用前にアク抜きは行っていても，このよう

な状態が起ることがあり o ｾｦζ Ｗｊ＼ ｩ 鼠が上ると ｩ 毘絢の起る

傾向がある。とれを防止するため，級近ではコシク Hー

トおよびモノレタノレにν P カセメシ l・を使用 し，その上塗

りには珪酸系の防水 ｾｊ を入れたり， ν Ｙ ｦｊ ライ ト 系の材

料を混入し ている 。ある いは，ま た吹付防水R l Jで皮膜を

作ったり，耐アノレカリ塗料を塗ってアク 止めと色彩効果

を併せ考えたりしているものもある。

なお， 淡水について述べると，ワ ν ン トシで1922f l:::1ζ

水道の水を温紫消蒜し始めた| 時，水族館の魚が多数死ん

だことがあり，日本でも以前に同じ問題が起っている。

水道水には塩素が100万分のo 3ほど含ま れてい るが，こ

れに100万分の0 .5- 1. 0程度の酸性亜硫酸巴lj きか， 100万

分の 2 - 3 の次5f i liiI t酸菌逮( 写真定活用のハイポ) を加

えれば紙筈になる。また水道水は暫く汲置すれば境紫は

空気中に逃げて行らしたがって一応受水槽に受けて給

水する方がよい。井71<を使用する場合も水質検査を充分

に行う必要がある。

(2) 水 温

開放式においては，冬期の水槽内温度は海中の温度よ

り2

0

C ほど低< ， : R: 期は逆に2

0

C 前後高くなる程度であ

る。これに対して循環式は気温に左右されると とが大で

ある。夏期の7 J < 混上昇は酸素含有琶の減少を伴うので，

給水訟を多くすると ，ある程度焼死が避けられるが，冬

期の海水の水温低下は加熱するより他に方法がない。実

例として，

A  堺市水族館では巴型m泊ボイ ラー により 内部を通 る水位を 1 日数

回加熱 し，約 70
0

C の海水として保温情 11 : 貯え，乙れを高架水摘

に導いて冷水と混合約 17
0
C として給水してしみ。 ζ のF型式を採

る場合には ，保温糟には葦を設け ，かつ給水岱は保温柑内を経由

して目白倍す るのが好ま しい。

B  上野動物闘ではステンレス 鋼パイ プに潟水を通し ，それを直接ガ

スの焔で加熱する方法を採用している。 E のステンレメの水管に

は効率をf目すために数多〈の伝熱仮がl配めて あ り，ポイラーは暫

架水槽より魚糟に至る給水主管に設置されている。乙れは直接加

温するため温度には特に注窓を裂する。

C .  段 も理組的な ものとしてシ カゴ， ;.>ヨ γ ・3 ー ・シエド水飯館の

例 では水柑が温水，冷水，I l l . 淡水，冷淡水およ び常渇の淡水の5

iill 類に分けられてL 必 。水槽の大部分は温水およ び冷水の二通 り

の配管が胞 されていて ，収容する観覧魚の種類により自由に冊目節

することができる。ただし淑淡水は例外で常温の水の補助になっ

てし必。温水の系統は，冬の| 国は蒸気コイルを使用して適温1 1 : 加

熱 され，冷水の系統では夏の間，冷凍僚によって温度を下げて，

冬期 . !l J9Jとも i且度の変化を 2
0
F の範囲に保つよう1 1 : なってい

る。

淡水魚i憾の水温低下は大して心配ない ので海水魚の よ

うに特別に考慮の要はない。熱帯魚展示室および飼育室

には特にむ熱用の配線を設備して水を適温に保つことが

できるように考慮する必要がある。なお参考に，わが凶

各水族館の71<i昆を記秘する。

l 名 称 | 段 高 | 段{ 正 | 仰 考

J l I ! 司T 士主f l I 'f 己 主I 1戸三12etkz保つ掴1 < 保

玉野百ij t下 問 物 館 28 I  10 I  27.5度以上t増 死 多 し

戸主切空竺主巳 」 ょ ｬＮＮ ｾ 級品自→ ｲ ﾭ
京 畑 諮 臨 海 実 験 所 I 27  い1 I雑i認証1蕗-

31 



( 3) 給 水 量

給水主t ( 循:f%-'t hl ) は厳密にいえば，魚槽lζ 収容されて

いる ｦＡＮｾ の種類，量，水温，極分等により異るのである

が， 目下のとこ ろは， どこ の水族自官も確たる標準を持っ

ておらず，経験に よって補給している ようである。

名 称 給 水 怨

明 市 水 族 館 | 展 示 水 制虫約50t に 対 し て 制 約8t の補給

玉野海洋 博 物館ｼ間約 Ｔ 川対し て側 Ｑ ＵｾＲＰｴ

京大瀬戸臨海実験所 |  間約60t に対して毎日告 ロ

上野動物 風 水 制 | 同約

点 大 水 産 実 験 所 1  給ポ水量プ不を動明な るも 7. 5H P モ タ で は 「

ム かしている

付) 西日管，水栓

配管は給 水 の 中 断されるこ と のないように，かつ小ｾ

劃に必要に応じて分けられるように，できうれば，すべ

て後式 とする。給水管は とくに重要で，もし腐蝕したり

すれば装置が破壊するばか りでな< ，水中の観覧用動物

に致命的な影響を与える成分を浴かすようになる。通

常，淡水を通すには亜鉛鍍鋼管を用い，海水の場合は鉛

管を用いる。 コッ クはエボナイト がよく ，j泡金，其鍛の

;場合もある。鉛管はすべて アンチモシを含 む 鉛管がよ

い。こ れは抗張力が比較的大き< ，腐創lに対する抵抗が

大である。常時，海水の通る部分は純毛フエノレ トを用い

て被覆する場合もある。 ビニール管は鉛管に比して廉価

であるが，接続部におい て破損しやすい傾向があるの

で，使用箇所を考慮する と共に養生に注意する。蛇口，

水絵が砲金または兵鍛製の場合は 2 年に l 回ぐらい交換

する必要があり ，エボ ナイ ト製の場合は開設以来使用し

てい る所があ る。

名 称 | 雲水2叉答 | 給水配管 室 後 宮 | 排水配管

堺市水族館 | 鉄 管 鉛 管 | 砲 金 及 只 鎗 長C: どよ

高 官fdE |エタニット | ピユ- ) レ | 同 上 | エタユ Y ト

健 最高 鱗 | 鉄 管 | 同 上 l 同 上 鉄 管

| 委 主 水 草 | 同 上 1&11ニツ占 | エ ボ ナ イ ト ヒ ここL

ESA引 エタニット | 鉛 管 | 同 上 | 向 上

F P思 | 鉄 管 | 同 上 | 砲 金 | 鉛 管

日司2布選 | エタ二 Y ト | 同 上 | エボナ イ ト | 同 上

京 長 島 | 鉄 管 | ピ ニ - ) レ | 砲 金 苓 亙b

ｔ ｙ 高 ｼ エタ ユツ ト ｼ エタニ ッ ト ｼ γ 品イ ｾ ｉ エ タエ Ｗ ト

l説示水槽よ り111た水は集水管で総過槽に岩手かれ る。総

jめ柑より貯水槽に集められた水は高架水槽に入る時，そ

の他配管の途中においてはできるだけ多く気療を行いう

るように考慮「すべきである。また(2) 唄C で述べたように

温，冷ニ様の配1，- : ; : をする場合もあ る。熱情; 魚展示室およ

び熱帯系動物室に! ' i ，できうれば暖房配管を絡し室内採

暖設備をしたい。

似 給水の種類および方法
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il [I: 7j ( と淡水の 2 種類に分けられ，配管はもちろん別系

統とせねばならない。給水の方法と しては

A.  給水桧より水槽K落差をつけて気曝する. 但し凶放式においては

酸素欠乏は見られないので気爆の裂はない。

B. 給水管よりゴム管によって硝子管を取付け ，水槽底部近くで給水

する。乙の掛 合 ，一 般的にはアメピレータ ー を利用してｾ気とと

もに吹込んでL 必 . 一説には， ζ れがため魚類が気泡病 K 握ると

いう説色あって，特 11 : 空気を吹込む E とを避けている掲合もあ

る。しか し偽t1 f 魚梢の掛合には，小 さなモ-11ー ・ポムプによっ

て糟の底近く 11 : 取付けた斜め上l荷主 の吹出口IL主II なる伎を通して

空気を送り，小さな淘を吹111す方法がある。 ζ の方法は気泡によ

って空気を務け込ませるよりは，泡が ｾＺｉ め上 ， ＱＺ上って絶え ｬ 聞なく

水が自由持され，それによ りぷ表面よりの酸系の殴収を多くす るの

が主な目 的である。

(G) 水 楢

A. 墜水憎 水槽は水が入ると光の厄i折の関係上，奥

行が非常に浅〈見える。従って深幅に対して釣合いの

取れるよう充分考慮する必繋がある。通常，鉄筋 コジ

クDー ト造りで内部は|妨7l <モノレタノレ塗，外部は人造石

塗研出仕上げが多い。深さは硝子の厚さ，大ぎさ，お

よび強度によって定まってくる。硝子は 1 米平方以上

が望まし< ，水槽内法を硝子幅より余り大きく した

り，水面を硝子上面より余り高くすると魚が陰に入る

ことになるので避けるべぎである( 2図参照〉。硝子

の取付点法は色々あるが，通常附図のようにしたもの

が多い( 3図参照) 。との型のものは奥行 1 米幅1. 5

米，深さ 1 . 2 米程度のものが多い。大きいものでは奥

行 ＱＰ ｾｒ ，照 ＳＰ Ｙ 尺，深さ Ｖ 択というものがあるＨジョン

ージー・ ν エド水族館) 。

現在，強化硝子製作可能寸法は大きさ 4 尺X 8 尺ま

で，厚さ 12粍までである。

水槽は中央に隔壁を入れることによって数を多くす

ることもできる。笑例として27箇の水槽を49箇にでき

るようになっているものもある( 玉野海洋博物館〉。

水槽の背長には海底の岩礁，砂底等の自然の状態，

或は池の船板護岸，急流の蛇徒護岸等を模して作った

ものもある( 堺市水族館) 0  7 1 < 舗に入れる岩石等は少

くも水容積の% を越えないようにし ，また観覧のため

の死角のできぬ如くし，死体汚物等の除去に使なるよ

うにする。7 J < 楠の7 l < の排出には種々 の方法がある。

a.  通常使用の湯合は下部にある排出孔より上向きに流れ，上部f持孔

より溢出す る。品h等，浮lt1i 物ある掛合は上部瀞孔を2EE溢流せし

める。柑内ttilll 物徐去の頃合は底版，1 : 総排水孔を般けてl i l : 俵外部

に放出するよ うにする。 ( 2 図参照)

b. 水惜の底部より直立した排ぷtまの上総ょっ排出される。乙の勘合

1Mゃゴミのおら ぬよう に体以のよいストレーナーを附げ る場合志

ゐ品。) ] 111-.底部;1: 総排水IL を投げる。

c  水砲の上紙にあ るI田部よ り滋出させ，底部，ζ 総排水孔を設ける.

d.  水憎n市l上部にある滋水孔より 排出し，底部 I ニ総排水孔を設け

る。

上記のう ち a が放もJ l . l l : 思的と考えられる。この) j 式



は給水が気I爆ーできるし，底7. 1 < が絶えず循環

して換えられる。その上，初7. l <i I Y i をk く流

れる ので駿ポの吸収率がよい ためである。

氏) 仮に設ける総排水孔はパルプによって開

閉 しうるようにする。底には勾配をつけて

完全に排水しうるようにする 。

照明は重量光灯を使用し，全面に光の行き

渡 るように反射板を設ける。水槽内部は明

るく して魚類の色彩や形態が明らかに判る

ようにしたい。

B. 放 魚 池

通常槽底は鏡監室床よ り下げ' て設けられ，形は円形，

四角形，長方形，その他色々ある。普通鉄筋コン ヲリ ー

ト造，人i歯石鐙研出仕上げ，あるいはモザイク ・タイル

貼仕上げの ものが多い。乙れK は海1(1. エ イ，そ の他の

魚類等を入れて，上から見下す形式になってLι 。大き

なものでは直径37択，水深 7 択( ニュー ヨー ヲ水族館)

とい うものもある。排水は溢流の形式をとるが，底部の

水が替わるように考滋する必要がある。 ( 4 図参照} 総

排水孔はrt 央部 I( 設ける のが好ま しL、

つぎに必ずし も普通の1虫魚池でな く沼沢の感 じを 出す

ため に，直径40!択もあるプールの半分位を羊b菌類その他

の植物を紛えて築山を配 し. 1!l .藍E. その他沼沢の現物

を後 まわせているもの もあ る ( ヲヨン ・3 ー・ シエ F 水

族館 ) 。

C .  7 ] < . 憎

己れは主K 熱帯魚展示 I( 用いられ普通，鉄製班鉛鍍金

仲 ｉＨ 四方 硝子入 り の ものが多 ｌ 、 。熱 有 ｩ ｈｾ 柑 は観覧 ［ｩ［内 に

設けられた差込コンセ ン トより 配電して， ヒー ター，サ

ー モスタツト ， およ び 水量 ｾｂ ｪ Ｇ ，を槽 ｉ Ｈ 取 付 ける。温度は通

淑常 240 C 前後が適混で. ＱＵ ｯ ｃｾｬｏ ｯ ｃ に 下ると危 険で

ある。 E の水槽は調布水糊とす る場合が多い。魚を多〈

入れる場合 I( はエ ヤー ・ポムプを取付け る必要がある。

D. 貯 蔵 槽

位fl : t は通常，展示相の下部K 設け る。 大部分， ヨン ヲ

リート 製防水モ ルタル雪量で，水深はせいぜい 4 5 c m乃至

6 0 c m程度 とずる( 2 図参照) 。中には糟を二分して一

方を使用している場合には片方を休ませているという も

のも ある。多い例では貯厳槽を 95 る持っている ものがあ

る( ヨヨン ・クー ・シエ ド水族館) 。 貯蔵糟の合計水量

は全展示柑水温の約20分の 1 前後が適当であ るという放

がある. 外国の大水族館では，乙の槽をト ラムレー ルI(

よって吊下け 移動しう るようになっている所 もある。

E. 病魚水槽

病気になった魚は，ただちに乙の水捕に移して手当を

し感殺を防 ぐ。 ζ の糟は ，わが国では少ないが列国 では

設備 f る例が多い。潟水f . ! ! . は淡水 I( 近い水で処理する。

己の錬作により 寄生虫が死ぬ との ζ とである 。: / ヨン ・

! ) - ・シエド水族館ではF r es h Wa t e r  H ospi t al  

といっている。

F .  i.!li過槽および貯水槽

展示捕から貯水l l ' I K 水がnってくる時に飼料のカス等

が混って くるi品のがあるので，そ の中間I(illl 過憎が必要

第 2図 ( A ) 展 示 水 補 斯 商 詳 細
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第 2図 ( B) 展 示 水 槽 平 而 符 細



になってくる 。通常泌過槽の前にはtt 搬槽を

日空ける。簡単なものは金縞等で大きな悌を除

いた後，水を溢師Eせしめる。泌過糟は砂，砂

利等を続充する。 ( 1) 耳目で述べた前出アルカ

リによる混濁は細砂の腐を厚くすれば除きう

ると考えられる。表面 ICは細砂を1泣き ，細砂

利. -o:砂利，小砂利，中砂利. . 平石の順序に

4 5 mm 乃至6 0 mm厚の厨を重ねてい〈方法

を一般には取っている。乙の槽は地下室に設

けたり ，外部の地巾民投げたりする ので地下

水，雨水容の浸入を防ぐ構造と する。災例に

よれば鴻過糟の表面積は海水，淡水，いずれ

の場合でも水島 1 M"  IC対し約 0.1 M" 乃至 。.2 M " を

とって いる。貯水禍は水族館の難波{立1況により ，その大

主主を考雌すべきで，務伴より遠隔の地においては大き

いものを要し，比較舵近くで潟水の補給の簡単なと E ろ

では余り大きなもの奇襲しないが，飯郡としては全展示

水榊水虫の 3 倍以上の容位を必要 とする。品ur?- より述い

例では約101古というものもある( 上野動物図水族館〉。

油過幡およびJ t i ' 水摘は修理の際IC支障をきたさぬよ 51C

必ず 2 箇以上IC分げる必要がある。開放式の場合ICは海

中泌過井戸を設限す る場合もある ( 4 図参! 照) 。構造は

撒政に耐えられるような堅牢な鉄筋コンヲ リー ト逃とす

る必要がある。容mは干潮時においても給水IC支障のな

いだけのものとする。潟水の状態によっては海岸を速く

隙れた箇所より導水管によって良い腹水を引込む E とを

考慮すべきである。

G . 高架水槽および保温槽

架水槽の容量は全魚槽水量ICよって決定される。棟

割匹としては全展示水槽と等量以上の容泣を必要とする。

貯水禍より揚水した水は高架水槽上部において充分気曝

しなげればならな い。冬期の保温槽を設けぬ場合には保

湯槽内の水混を一定にして霞ｾＮ !t 祖によって温度を調

節する必要がなければ温水を直接高知水指IC混入して適

温水を作 る。 ζ の掛合 . J5'水槽よりの揚水ポム プと 保温

槽よりの揚水ポムプは迎勤しうるようにし，水温制節は

｜ｾ径およびパルプで関節すればよ ｌ 、 。糟 は鉄製の場 合 ｉｃ

は内側鉛板張 とし ，タ4廻りは石綿唱!1i ICて断熱を考慮すべ

きである。高架水柑は貯水槽と同じく 2 簡に分ける必要

IJI ゐる。

(7)  附格設備

機械設備はすべ て沼気的に作用せ しめるべ

きで，事故の際，給水が中断されることのな

いように設備は複式にするのが理想的であ

る。 f!，¥槽に空気を与えるために コシプレ γ ナ

ーを，ま た夏期のための冷凍機を備える場合

もあるが，わが国では殆んどない。停電の際

にはガ ソリシ ・ポシフ. を使用して揚水する方

法もあるが，できうれば予備電源 としてデ ィ

ーゼノレ ・エシデ y の発電機を設備することが

望ましい。揚7 . l < . ポシフ. の容誌は最大給水誌が

展示水槽を 2 時間で満た しうる能力を発抑で

きるようになすべきであるという意見があ
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第 3図 ( A ) l i I ' i 子 取 付 平 而 詳 細

第 3図 ( 8 ) 硝 子 取 付 断 面 鮮 細

第 3図 ( C ) 硝 子 木 枠 取 付 鮮 細
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る 。 ま た 監 視 盤 を 設 備 す る 場 合 も あ る 。 こ れ に は 各 電 源

屯圧計，各 水槽水位 計，揚 Ｗ Ｎｫｴ［￬［， 給水 ｐｾ Ｚ 断水 ｩ 際示装 置，

そ の 他 を設 備 す る 。 給 水管 の断 水 は 停電 2警報 と 共 に宿 高

室 に プ ず ー を 鳴 ら す よ う に 設 備 し て い る と こ ろ も あ る 。

開 放 式 の 場 合 に は 自 動 調 節タ シ ク を 設 け て 間 駄 時 に 海 中

井 戸 よ り 揚 水 す る よ う に す る 。 ぷ チ ー ム は 通 常 ， 建 物 の

暖 房 に の み 用 い ら れ 稀 に 海 水 の i J [ 熱 に 使 う 場 合 も あ る 。

(8)  各 室 に つ い て

A 事 務 関係 切符売場，耳J l'll室， 宿直室，その他は適当なる位置

11: 股ける。宿直室はなるべく給水系統K 近俵し て般げるのがよく ，非

常報知設備を施す必要がある。

B 機 械 設備 管 理 関係 績械室， 変屯釜，工作室等を設ける。故

開の補修は火急を要するので，工作室には木工， 金工，そ の他の工具

を噂備する。

c 飼 育 管 理 関 係 飼育業務には潟水倫送， 魚の: i ( i m，輸送，投

餌，魚槽の水温，水質のI 1ll1!:S;があ るが，乙 の関係のために一室設P

する場合もある。

D 研 究 関 係 図曾室， 綴本室，猷験室，隙列車等であるが，標本

陳列室を一室とし，怠験室，図密室は ( C) I1 : 入れる場合も ある。また

叡験実には実験水槽を殺げる場合もある。

E 展 示 関 係 観覧室の通路は観覧者の動線が交叉せぬよう に考慮

する E とはいう までもなし それに は展示婚の配置に注意すべき であ

る。また各水槽の組合せ配訟に変化を与え て単調を避けるよ う11: した

い。 墜水柵展示室は採光をm気照明 ICする場合が多く ，その際IC照明

が水槽硝子商 IC反射して観覧の妨げになら ぬよ うに注越すべきで， (  

れと同じ理由で放魚池の直上1<:: は天窓を般けぬように した¥' 0 照明は

原則としてH郎 、目にしており ，軟ら かし、間接照明が多い。昔は茜だし

く附く した例もあるが，最近では，やや明るく する傾向になってい

る。なお一歩進めて照明伐を節約するために，タ十光 を巧く利用する E

とを考慮すべきであろう。また観覧室は音響換気の点11: 留怠すべきで

子供逮の高い声などによる甚だしい反響騒音の起る ζ とを防がねばな

らない。錬気は，よ ほど大緩慢のもの以列は自然換気で充分であるが

l lWI ，梅雨時等 ICおいて燕暑いという E との起ら拘よう に考慮すべき

観篭' 主

晶T・7同信

抗 争 地

第 4 図 IJ 日 放 式 配 ff 伊l
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であろう 。作業監は観覧室の裏側の位置に なるわけであるが，開放式

の巾 ICは壁水槽が作業室をか E む形のもの{ 佐 世 保 水族館) もある

が ，大 部分は 作 業室が観覧室をか乙む形に な っている。作業 ｾＱ ＱＺ Ｑ 立￟Ａ

水槽が並び作業通路，各鹿iま，貯蔵栂，保温槽，高架水車曹等をその中

1<:: 般慨する。 i車過棺，貯水槽を外部 IClI: l くか，内部 IC飽くかによって

平部計画，建物の構造等11 : 大きな関係を 生じてくる。 貯水槽は通常，

地下Ic l投けるが，内部の場合は高架水槽と関辺! して配管の経済的な位、-

1世11 : 般げなければならない。敷地の広い場合 ICは外部で，しかも高架

水糟11:A} も近い位置 IC殺げる。わが国では作業面積は できるだけ節約

するように通路等も股小にとっているが，外国ではかなりゆっ たり 主

取っている。高猿水崎は全体への配水上よりI uも好都合な位障とすべ

きで，それにより保温摘の位置，加熱ボイラ ーの位盟が定まって くる

淡水魚婚が少ない勘合 ICは貯水槽も小型になるのでtt 澱糟，櫨過m，

貯 水楠 ， 高架水槽を立体的 ｉｃ 配 置し ， その位置 は作業室内 の 魚補 とｾ ＨｬＮ

槽が作る角のデツ ド・ユペース などに設置するのがよいと考える。

以 上 ， 各 部 を 綜 合 し て 計 画 さ れ る わ け で あ る が， 要 は

各目的を満足せしめると同時に，人科ｾｉＨを最少限に 止 め

う る よ う に 計 画 す る こ と が 肝 要 で あ る 。

( V ] む す び

以 上 ， 不 備 で は あ る が 一 応 全 体 的 に 簡 単 に 纏 め て み た

が ， も と よ り 全 く 常 識 的 の 範 囲 を で な い 。 し か し な が ら

今 後 ， 計 画 さ れ る 際 に 些 か な り と も ど 参 照 戴 け れ ば 仕 合

せ で あ る 。 ま た 不 備 な 点 に 関 す る 御 叱 正 も 裁 き た い 。 な

お ， と の 文 を 纏 め る に つ い て 長 崎 水 産 試 験 場 ・星 野 技 師

の ど 助言 と 日 建設 計工 務 ・尾 崎 社 長 お よ び 兵 隊 県 水 産 試

験 場 の 資 料 を 参 考 に さ せ て戴 い た こ と を ， お 礼 と 点 こ に 記

し ま す。

参 考 文 献

1. Gui de  t o T h c  N e w  Y o r k  a qua γ i um.  

2.  E x o t i c a qu ar i u m f i s hes  

3.  T h e  a qu aγ i um book .  

4.  J o hn  G .  s he d aquar i um.  

5. 兵庫県水湾紙験場資料

( 唱者 自建設計工務妹式会社福岡支所長)
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関 西 建 材 協 会 ( 関 西 建 材 会 改 称) 動 勢

社団法人日本建築協会に入会している建築資材業社を

もって紡成している関西建材協会は，創立以来 6 年の歩

みを続けてきた。 WI'秋10月は満 5 周年氾念式を挙行，建

材 P R特集を出版， 全国主要関係先に広〈配布したほ

か，数々の記念行事をなす等，年々基礎を固めつつ斯界

の向上発達に努めている。

部門別 現在 220 余社の会員を容し，とれを防水，硝

子，金属，金物，鋼材，装飾家具，スレ ー ト， 石材タイ

ノレ，塗料， テ? クス，木材，屋根，建物保全，各種等の

17部門に別ち，本会の目的 とする事業に巡進している 。

ＳＰｾ 手度 は役員を総務部，事業部，宣伝部，会計部の

4 部門に別ち，役員会，部会等30余回開催，北浜常設陳

ヂIJ 場で拡大特別展示会 2 回，竹中工務庖社長 ・西山博士

を囲む座談会，ア メリカ事情， ソ聯 ・中国事情を聞く

会，経営難打開策等，講演会，午餐会等，数度開催。ま

た大阪府建築士会と合同タイノレの施工に関する協議会を

聞いた。

展覧会応援として， 岡山県建築士会民協力し ，岡山市天満屋で開催

の住宅展11: 20余社協貸出品 . 僧覧会としては，目下開催中の朝日新聞

主催。E係る あやめ池住宅大博覧会11: 協賛， 30有余社が展示している新

旧資材の普及紹介のため。大阪建設会館で 4ml の硲材11:っ き税明会を

開価。出版としては P R特集，建築協会刊行の建物保全パンフレツト

11:協力 したほか協同カタログを発行配布した。会貝お互の親睦と見学

のため ，山科一灯図，高野山古社寺， 白浜智線路物等を視察し旅行を

行った。ほかf 1i 経会館11:て 「すわらじ劇」観劇会を似した。

31年度 は 4 月，今橋クラブにて定時総会を| 刻依し役

員の改選，予算決算を始め下記事項を決議した。

1. 会名変更，関西m材会を関西建材協会と改称。

2. 会則中，役貝中 11: 副会長 2名，監事 2名を加 え，また従来の幹事

制を理事制 11: 改めた。

従来，会ｾ月 Ｓ ∞ 円を 口 数制 Ｑ ＱＺ 改め繍収企画を 建て た。

4 月16日，新旧理事会開催，左記事項を定めた。

1  欠貝中の会長を白木板硝子 K K社長11: 交渉するE と

2. 副会長のうち 1 名を背木友一君民決定

3. W(ijJ 2名を久保幸一君，佐村木笑君 11: 決定

4.  新lillUJ 長11 : 笠谷山水君，副理事長I l : 笠原初治郎君互選

5. 役貝分自揮を別項の巡 り決定

6.  31年度事業大項協議

7. 近後建築会館組設に協力し建設の携は 1階並びに地断に本格的隙

列場を開設申し合せた

昭和31年度役員並びに分掌

会 長 日本板硝子 K .K 社長予定

副 会 長 2名の うち背木友一 {東洋々瓦 K . K )

盟主 事 久保幸一( 久保商庖) 佐村木実( 佐村木商応)

理 事 長 室 谷 山 水 { 笠 谷 商 底 )

面j 理 事 長 笠原初I t l ｑｾ＠ ( 田山応用化工)

総 務 部 長 金 光 五郎( 万年スレート)

総窃副部長 平 田 伊 三 郎 ( 平田 タイル)

部 貝 石 井 - {i1 ( 石井抱材)

問 中 前 市 ( 田中風呂製作所)

志 垣 正 欠 〔 明 正 社 )

村 中 見〈日本クロス工業)

会 勢 部 長 船 津 稔 Ｈ 三舟 ｭｾＩ

副 部 長 竹 林 富 三 郎 ( 竹林塗主主)

部 貝 J可 井 伝 次 郎 ( 大阪生ヨ"/ 9 リー ト〉

w  越国" ! A 嗣( 昭有化工)
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部 只 松 木 六 郎 ( 松 本 金 物 )

巾 村 一 雄 { 旭 硝 下 )

事 業 部 呉 チ| 場 1i 1  ( 日新工業)

H 日目部長 村 石 秋 吉 ( 浪 速(¥-.ll iO

都 民 井 上 民 治 ( 井 上 工 材 )

山 崎 正 三( 山崎託業)

山 本 潔( 関西々イ J レ)

長 野 法 真 ( 長 野 商 庖 )

I ( 伝部長 田村I t ! . ｊｬｾ＠ Ｈ三和プラスチ ッ ク 工 ＱｾＩ

H 副部長 水 品 正 男 ( 水 島 随 時 )

部 只 小 早 川 ' x i 武( 亀井談飾)

山 本 武 雄 { 山 本 建 材 社 )

鈴 木 消 市 ( ケ Y ト7)

会 計 部 長 中 止! 明治( 野沢石綿セメント)

11 WJ 官官民 臼 井 良 吉 ( 矢 崎 大 理 石 商 底 )

調l 貝 村 岡 経 政 { 村 田 硝 子 庖 )

む 林 繁 吉 ( 二 葉 尽 装 備 工 業所)

事務局長嘱託 31年 3 月，役員会に於て本会創立当時

よりの功労者，現日本建築協会I属託 ・大和栄術氏を本会

顧問に推} 均し，本会のZ事務局長の事務をI属託し た。

臨時委員会 日本建築協会，学会，建設，電気，管工

部門，建材協会等合同の下に進捗中の近官民廷喋会館建設

促進のため，建材協会内に下記会館委員を特設した。

妥員長管木友一，委員鈴木清市，室谷山水，笠原悌治郎，令部

長，副都民，UJ f 6局長

以上は本協会最近の情勢であるが，目下のととろ建築

会館の建設資金の募集と建設の促進に通進中である。近

く新会長を迎え，新役員の| 尊容整備鉾，本格的陳列場の

開設その他事業を遂行すべく準備中である。

会員章糠示 本建材協会員たることを表示するため，

昨秋より会員章を各社に配布し掲示に努めている。

(31. 5.1総務部長記〉

退 任 編 集委 員 長より 御 挨 拶

浦 辺 鎮 太 郎

今度，佑里子正一氏が新たに編集委員長に選任され

同時に考えられる政も優秀なる編集スタ ッフの決定

をみました節，前任者として安心して退任でさまし

たことを感謝申 しあげます。本年来，勤務先多忙の

放に，充分に「建築と社会」のために責任の果せな

かった点を心苦し〈過しておりました。また 2 年前

の公約と申 しますか，目標と申しますか，それも充

分に成し遂げられなかったととを改めて御詑びいた

します。l L 、の目下の期待は佐野委貝長並びに委貝諸

兄の新らしい構想力にかかっておりますし，会貝諸

氏もまた問様だろうと存じます。当主にして新スタッ

プは最高の メシパーであり，私共の芸シーを笑現して下

さいますことと確信致しております。終りに翌問1，

委貝の方々に拝眉御挨拶申し上げる i股もなく 止むを

得ず紙上を借りまして，とのことに及びました段，

御高承いただきたく存じます。( 昭和31年 4 月)



新 刊

{
呆都 御 所

建 築 法 規 事 典

グロビウスと日本文化

21 建 築 防 火 論

32 和 風 喫 茶 庖 2

49 ウインドとショーケース

建築写真文庫 Ｒ 期金 ＳＰ ｾ

重 版 世 界 の 現 代 住 宅 6 日 本 篇

建 築 学 大 系 14 構造設計法

近 代 建 築 史 図 集

建 築 給 排 水 設 備 便 覧

建築写真交庫 18 洋風喫茶底 2

藤町通夫著本警は， t世界に紹介するにたる

日本住居文化の代表的な遺構である京都御所

について，膨大な資料をもとにして. あらゆ

る角度から研究考察した大著作であります。

A 4変形420頁 定 価 ￥3，000 書留送料￥200

北村秀治編本警は，建築基準法および建築

士法の関係法令 ・各条文を，平易簡明に要約

して同一項目に分け， 50音)1闘に配列した必要

条文の索引に便利な必仰の事典であります。

A 6 判 650頁前後 上 製 定 価 ￥650 〒50

グロピクス会編博士の来朝をJ切に，わが国

著名建築家40余氏が多岐にわたって執怨した

本告は，博士を通じて氾援された日 本建築界

の方向を知る上に示唆に富むも のであります

A 5 判 418頁 上 製 定 側 ￥ 1，200 〒100

本容は， ζ の分野における最高の執筆陣に よ

るもので，防火史 ・火災統計 ・火災性状 ・防

火材料 ・建築防火など12 mよりなる逸本であ

ります。次回は， 33 劇場・i決函館であります

A 5判 400頁特製面白人定何￥ 1，000 〒50

彩国社編本容は， i 紀の普J ， i 五十鈴」

「銀感塩瀬」など和風喫茶庖の代表作を収め

た写真図集で，その外観 ・内部構想について

概説した新築改装に役立つものであります。

8 6判 88頁 総ア ー ト上 製 定価￥300 〒35

彰 国 社 編 庖 舗 の構成上，重要なポ イシトと

なるクインドと ν ョーケー スの各種の形体を

具体的に展示し た本図集は，庖舗の新築改装

には欠ぜ ことのできない好資料であります。

8 6判 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300〒35

小池新二 ・浜口隆一 ・阿部公正編 戦後日本

の代表住宅 ＱＹ ｾ ｩＧ ｦ を収録した示唆に富む好図録

A 4検 綴106頁 総 ア ー ト 定 価 ￥ 1000〒100

執筆 ・武藤清構造設計法の新しい体系化を

試みたもので，今回，英文を増補しました。

A  54司J 400頁 特 製 歯 入 定 価 ￥ 1，000 〒50

日本建築学会編近代建築の流れを一望のも

とに収めた図集で教材として蔽泊なものです

8 5判 88頁 総 アート 定価￥450 〒35

桜 井 省 吾 著 給 水 ・給湯 ・排水に関する事項

を詳述 した本訟は大学建築科の好参考・替です

8 5判 186頁 上 製 函 入 定価￥400 〒35

彰国社編洋風喫茶后の外観 ・内部構造を収

録 し，喫茶庖の新築改畿にすぐに役立ちます

8 6判104頁 総ア ート 上 製 定価￥300〒35
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ここ数年，塗料界は世界的に日進月歩の発展をみせて

いる。ことにii 災後，アメ P カに誕生したラテックス ・ペ

イシトは，勝れた建築屋内用塗料として需要者の要求に

マ ッチしたため，最近ではアメ Y カのみならず欧州にお

いても，その進出ぶりは目覚ましく，従来のいかなる塗

料にも比例をみない記録的なものといわれているが，ア

メ日カ三大塗料メーカ ーの一つに数えられるグリデン社

によって完成された世界最初のラテ ック ス ・ペイジ ト，

q スプレッド ・サテシH を，聞社との技術提携で，わが

国の一生産業者が国産化し，販売を行っている。では，

ぷ

このラテ ックス ・ペイジトあ るいはスプレ ッド ・サテシ

とは，そもいかなる塗料であろうか?

ラテ ックス ・ペ イントとは・・・・・・・ ・

H ラテックスH という 言葉の本来の意味は，ゴム樹か

ら採取したH 天然コ・ムの手L液H なのであるが， このごろで

は，これらと性質のよく似ている H 合成コ' ムの乳液H も

また，広義に解釈されてラテ? クスと味ばれている。し

たがって H ラテ ックス ・ペイシ トH というのは，との合

成コ・ムラテァクスを展色朔j とした塗料をいうのである。

合成ゴム系の乳液は，乾燥すると強靭で均一な膜を作

ス プ レ ッ ド ・ テ サ ン は 世 界 中 で 使 わ れ て い る

38 



産のスプレッド ・サテシが，急激なスピードでわが国の

建築屋内用のE主料界に普及して行〈だろうことは，ほと

んど疑いのないものとみられて いる 。すでにこれを笑託

するかのように，東京生命ヒソレ，伊勢丹立川支庖，富士

屋ホテル，主婦会食I i など( 以上，東京地区) 三重火力，

東洋レ ー ヨシ工場，医仰会館など( 以上，名古屋地区)

丸紅飯田@ ，梅田日活，住宅公団関係，東洋レ ーヨシ石

山工場，京者1I 専売公社，丸物百貨庖，高知大丸，今津高

等学校( 円型) などの著名な建築物に塗絞せられて，圧

倒的な好評を| 噂している 。

スプレ ッ ド・サテンの特長

スプ レッ ド・サテンは合成コ・ムの特長をそのまま備え

ているので，乾燥後の塗装は，飽和に近い苛性ソ ーダに

24崎間浪治しても ，g現状をきたさないほどの強い耐アル

カリ性を持つので，生直置に塗ってもアクにおかされな

い。

またポリアムという特殊薬品を使っており，合成ゴム

とポ P アムの二重の膜で，顔料を保護しているので，耐

久性が強< ，いつまでも色彩の新鮮さを失わず，一度塗

れば，色を変えたいとき以外は，塗り替えの必要がない

とまでいわれている。

その他つぎのような数々の特長を持っている。

1. どんな色でも刷毛目 ， 色むら，塗り継ぎが出な

し、。

その名前の示すように，サテンの布を張ったよう

に，見事に仕上がる。

2.  耐水性，耐摩擦性，耐洗条性が良い。

スプレ? ド ・ナテシは水溶性があるが，硬化した塗

膜は非常に強靭で，石鍛水で洗うことができる。

3. 作業性が索i晴らしい。

刷毛捌きがよく，総くほど作業がはかどる。

4 .  悪臭がない。

いやなペンキ尖がないので，病院，台所，その他ペ

シキ臭を嫌う場所には好適である。

5. 早〈乾〈。

指触乾燥1 5 - 20分，硬化乾燥 2 - 3 時間である。

6.  難燃性である。

高熱に より分解炭化はするが，引火の危険はない。

7  防湿性に勝れている。

卓越 した防湿効果を持っ ている ので，地下室や浴室

等，湿気の多い場所の塗装に適し ている 。

るが， との膜は塗料として要求される諸条件について，

ほとんど満足すべき性質をも ち，文字通り理想的なこと

は，学問的には古から知られていた。では，なせ'笑用化

が遮れていたのかというと，顔料の配合やその他の技術

上の理由で，製品化がすとぶる困難だったからである 。

スプレ ッ ド・サテンとは-

さてグ Dデシネ土が， このラテックス ・ペイシトに着目

し， 多年にわたる 苦心研究の末，昭和24年に ζ れを完成

し，商品名を H スプレッド ・サテシH として市販を開始

した。何しろ後述のような数々の特長を持った画期的塗

料なので，その優秀性がたちまち認められき塗料界にお

ける革命とまでいわれるほどの，絶大な観迎をうけた。

そとでデュポンネ上やν ャークイシ， クイ P アムス干上など

アメリカにおける一流塗料メ ーカーが相次いで追随する

ところとなり ，その生産量は，r昭和25年には 1，000 万ガ

ロシ ( 5 万本) ，昭和28年には 4 ，2∞万ガロシ ( 21万本)

と，上昇ーの一途をたどり ，誕生後 5 年にして，早くも米

国塗料売上額の 7 .2 %を占めるに至った。生れたての製

品が，一躍その業界売上級の 7 %を占めるということ

は，アメリカの工業界でも未曽有のことで，とれをみて

もその普及ぶりが如何に早かったかが続われます。

世界中て使われているスプレッド・サテン

そとでメ ーカーのプ Pグシネ土は， 年 々生産設備を拡張

してきたが，それでも需要をまかないきれない紋態に陥

ったので，その製造に関する特許をアメリカ国内および

海外に譲渡し，スプレッド ・サテシを世界に供給するこ

ととなった。その方針にしたがって，すでに別記の世界

11 ヵ国でも生産されるに至ってい る。

日本ては石原産業が …. . ..

たまたま ， このグリデンネ上と早くから技術提携をして

いた会社が，わが国にもあった。 東洋一の大煙突で有名

な四日市工場を持つ石原産業 K Kがそれで，聞社はグ D

デシ社と酸化チタシ の製造に関し技術提携を行ってお

り，酸化チタシの世界六大 メイカ ーのーっ として海外に

まで知られているが，スプν ァド ・ナテシについても技

術提携を行い，四日市工場の一部で生産を開始すること

になったわけである 。

もちろん提携に先立っては，長期間にわたって恨重な

テ ス れ 研 究 を 重 ね，この塗料の隔絶した優秀性を実際

に確かめたことはいうまでもない。いずれにしても，ア

メリカでの成長ぷりと ，各国の現状からみても，との国

社

f包話@2 5 31- 5 ・2931- 5 ・4631 - 4

電話⑧0871- 5 ・8402- 4

電 話@4 466- 9

電話四日市2151- 9
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ついて協議した。

出 版 委 員 会

左官工事分料金

5日 4 1時半- 6 時

出Ili't 者 奥 島 委 員 長 外 3 名 事 務 局 2 名

大井委員から保全パシブレ ?ト について報告があり，

直ちに印刷に附することに決定した。次いで左官工事の

パシブレ ット について山田，谷口両委員から，内容に関

して各委員から寄せられた意見についての見解発表並び

に訂正個所などについて報告があった上，パシブレ ヲト

の題名，体裁その他発刊についての具体的事項を協議決

定した。

古 建 築 分 科 会

21 日 4 時50分- 5 時半

出 席 者 徳 永 ， 林 野 委 員 事 務 局 1 名

「建築と社会」に発表する写真には 「古建築分科委員

会織彩」 と表示すると とを決めた上，編集委員会へ提出

する正念院と大例殿の写真の選定をした。次回は 5 月10

日，吉村家を撮影するととに決定。なお主査を林野委員

から徳永委員に交代した。

於朝日 ピノレ

於朝日 ピノレ

16日 3 時- 5 時半

出席者 鷲尾委員外 8 名 事 務 局 2 名

議事 ω会勢委員会改組の件。審議の上，委員会名裕

を事業委員会 とし， 事業内容を見学会， 映画会，講演

会，展示会，懇J親会、その他，他の委員会で所管 しない

事業を企画実施することとした。 (2)事業委員会の委員長

その他決定。 今回，会勢委員に委l属されたものは，諸般

の事情から本委員会委員に委嘱されたものとして，委員

長，副委員長，幹事を選任した。(3開業企画について。

於朝日 ピノレ

事 業 委 員 会

理 事 会

11 日 午前111時半一午後 11時半 ・於大阪建設会館

出席者竹阪会長，東畑副会長外理事 13 名，中西監

事，小早川旧理事，中沢旧監事，事務局 2 名

恒例により新旧の理事，監事会同して新年度第 1 回の

理事会を開催した。

議事 (l)liiJ 年度理事会引継事項の件。承認。 (2) 昭和31

年度理事会務分掌の件。会誌 5 月号・会告の通り決定。 (3)

1If{和31年度委員会委員委嘱の 件 。 会 誌 6 月号会告の通

り決定。件) 会勢委員会改組に関する件。会勢委員会の提

案を承認決定。 (5) 九州支部に関する件。追って宮脇前支

部長が現地主脳者 と懇談協議される予定であるから，そ

れまで飾観することに決定。 ( 6)仮橋建築会館に関する件

会長から経過を説明し，新会社を設立 して建物を買収し

会館を新設すると とに決定した。なお東畑副会長を委員

長とし，各部会お よび学会関係より各 2 名の委員を推選

して会館設立委員会を設けることと した。(7)ー・級建築士

試験委員推艇につを事後承認の件。 推薦の人選を承認。

(8) 建築国際連絡協議会加盟に関する件。今巨1，日本延喋

学会外 3 団体で新設 した頭魯協議会へ加盟方の勧誘があ

ったので，審議のうえ加盟するととに決定。 (9) アルミニ

クムｾ畷材料講演会開催の件。本会で主 催 開 催 のと とに

決定。制入退会者詮衡の件。

以上審議の後，会計および事業についての報告があっ

て，一閉会食を共にして懇談を交わした。後刻，更に一

同で会館に買収予定の建物を観察した。

編 集 理 事 会

24日 2 1時一 3 時

出席者佐野理事外 6 名 事 務 局 3 名

本年度編集委員長， i 建築と社会」の編集方針などに

於朝日ピノレ
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アルミニユム建材の講演会を主催するとと，東亜ペイシ

トの新材料に関する講演会は，総務者! l i U限撤廃な どの当

方の条件を容れないときは主催，ま たは後援をしないこ

とに決定した。なお講演会などを主催するときなどの取

扱準則を定める必要を認め，追ってこれを規定すること

にした。 (4)その他。古建築見学に関する専門委員会の

件，近鉄あやめ池博覧会見学計画の件について事務局か

ら報告した。なお委員長から，地方会員に対する事業お

よび会勢審議会の適用について各委員に於て研究してお

かれたい旨の希望が述べられた。最後に委員の追加委嘱

及び次回開催 日を決定して閉会した。

編 集 委 員 会

24 日 31時一 6 時 於朝日 ピノレ

出席者佐野委員外20名 事 務 局 3 名

議事 ( り委員長選任。佐野理事を委員長に選任。 (2) 幹

事選任。足立，伊藤の両委員および東京との連絡のため

に東京の千原委員の 3 名を選任。 (3) 委員会開催目。概ね

第二土曜日午後 と決定。 (4)編集方針。感襲警的のものを中

心にして，会報的，学術的のものを採り容れて従米の方

針を踏襲する。また標準建頁，原捕料増額のことな どを

決めた。 (5) 特集テ ーマについて。色々なテーマが提案さ

れた。 ( 6) 6 月号青年建築家特集の経過報告。 (7) 7 月号企

画について。 i都心における団地計画」と決定し，執筆

者 と題目を選定した。 (8) 8 月号以降の特集テーマ。来年

3 月号迄について一応の笑を決定した。

旧 住 宅 委 員 会

21 日 2 時- 4 時半 於朝日ピノレ

出 席 者 上 林 委 員長代理外 2 名 事 務 局 1 名

住宅委員会が30年度の報告として「建築と社会」に掲

載する原稿について検討し，各委員からの提出意見も採

り容れて委貝長にこれを取り絡めてもらうこと とした。

会館設立委員会

20日 3 時20分ー 5 時10分 於朝日ピノレ

出席者東畑委員長外 7 名 高 杉 学 会 書 記 長 事 務 局

3 名

東畑委員長が本委員会設置の挨拶 と共に，会館建物の

買収についての経過，建物の概要，資金募集計画などに

ついて説明し，新しく株式会社を設立して，この会社で

強( 1 恒穂母

| リ 勺 ソ マ ド J家 |

予 り J) 又

フローリン' 7"

I7IJ't i' U晶風. 傘

責任宛よ

田辺工業株式会社

大阪市西区江戸組上 iffi 一丁 目 豆 電話土佐堀@7 4 3 7 - 9
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会館を買収する予定であるが，配当のことなどを考える

と所ｾ資金全額の資本金の会社とすることに困難を感ず

る，どのような会社にしたらよいかについて審議を願い

たいと，設立趣; I ; t 筈，収支目諭見，定秋祭などについて

説明して審議をした。その結果， 一応次のことを決定し

た。名栴は- );'6建築セシターと仮定，株式発行総額参7 ] 1 ;

株， 一株額面を 500 円，今回発行額 750 万円，とのほか

7∞万円の借入金をして， これには利息を支払う。発起

人として各関係部門に割当てて 9 人を推成することなど

であった。なお出席の高杉学会書記長から，本問題につ

いての学会の意向につき説明する処があった。

27日 2 時20分- 4 時10分 於 大 林 組 会 議 室

出席者東畑委員長外 6 名 事 務 局 3 名

東焔委員長・から，その後学会理事会に於て，株式会社

を新設する方法よりも建築協会が所要資金を借り入れて

会館を質収してその所有 とし，借入金には低利の利息を

支払って長期で償還する こと にした方が良〈はないかと

の意見となり，この案に対して協会の賛成を希望してい

る旨を述べて詳細に学会の意向を説明した。との楽につ

いて一同審議した結果，学会案を採用して所要資金金額

を協会の借入金として会館を新設することに決定し，と

の請さによる収支目論見，趣意書などを検討審議し，出資

金はーに15，000 円とすること，出資j初日は 5 月25日迄と

すること，出資金に対しては協会々長名{ 畿の借用st>を差

入れること，利息は年 5 分とし毎年一回支払いのこと，

償逃は傍年拙織によってこれを.行うことなどを決定し

た。なお会館改造計画について意見の交換が行われた

が，更に会館設立趣意書全般について審議するため， 5  

月 2 自に次回委員会を開催するととになった。

議 i賞 会

創立冒E念日行事建築遁俗講演会

6日 2 時- 4 時半於朝日新聞社総立

朝日新聞社の後援で開催。竹内理事が協会の使命，事

業などについて説明して開会の挨拶を述べた後，次の講

演を行った。

家庭洗濯についての私見 住宅委員 竹内 さく氏

住宅改善のねらいと方法 住宅委員長 中野順次郎氏

竹内総附は，主婦が洗濯を厭う原因を検討し，某大学
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の女子学生が一番希望した家庭屯機器具が屯気洗濯機で

あったこと 3 種の電気洗濯機についてその能率の比

較，また台所に洗穣場所を設ける司王例や適当な洗濯槽の

寸法など色々図示して熱心に l 時間に豆り講演された。

聡衆の中にはメモをとっている人も多かった。次に中野

講師は住宅には，新婚時代，壮年の家族の増えた時代，

老年の家族の減った時代と三階程のあることから話を始

めて，日本建築には伝統の内に仲々好い処もあるから，

これは活かして合理的な住宅を建設するように努力せね

ばならない。とのためには良い設計者と良い建設業者を

選ぶ必要があると一時間に亘って熱演された。終って住

宅政策に関するととで聴衆との聞に質疑応答定、見の交換

があった。その後，朝日新聞提供の最・新ニュース 3 巻を

観賞して会を終った。総読者約50名。

アルミエウムの建材講演会

25目 1 時半- 4 時 於中央沼気クラブ

古河電気工業及び日本軽金属両手土の協賛で開催した

が，あいに〈開会時刻前から の降雨で出足を阻まれ， m苦

言持者の集まり が予定より大分悪かった。 鷲尾事業委員長

が事業委員会の使命を述べて開会の挨拶をなし，下記の

1H1ii演を行った。

アルミニクムの現況について

日本il径金属 石 塚 敏 夫 氏

アルミニクムの耐蝕性について

日本軽金属 新井 三郎氏

姓畷用アルミニクム及びアノレミ合金について

古河電工 近 藤 成 泰 氏

アルミニクムの市況について

古河電工

アルミ屋糠の施工法について

吉村 進氏

日本 i援金属 北 村 敏 雄 氏

安田レ ーノレ 安 田 嘉 雄 氏

なおオートスライド「アルミニクムで建築を」を映写

して参考に供した。最後に岩崎事業副委貝長が閉会の挨

拶を述べて会を終ったが，当日の参会者は約80名であっ

た。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目ーO籾聖子 ピノレ三六号

電話新町@九九五~九九八

第 2回建築学サロン

28日 1 時40分- 4 時20分 於 清 水 建 設 講 堂

驚尾事業委貝長の開会の挨拶に次いで下記の講演を行

った。

プレス トレスト ・コシクリ ー トの建築への応用

京都大学講師 六車 照氏

従来，土木界には応用されていた本格法が，最近建築

界にも応用されるようになったと英米の例を述べて，構

造専門家を対象とした話でなく，特に建築デグイナ ーに

理解し易いよう説明を進められた。講演終了後約20分質

疑応答を行ったが，日本にはまだ実施されていないよう

なお話であった。講師，聴者 とも終始熱意に満ちた講演

会であったが，当日の参会者は約30名であった。

見 学 会

住宅公園金岡田地アパート見単会

14日 2 時一 5 時 参加者40名

阪和線金岡駅に集合 し，公団監督員の案内で現地に向

う。監'凶事務所で岡崎所長から問団地アパート の概要と

建設事情について説明を受けたが，これは大阪支所最初

の大団地建設で，公団職員不足の折柄にも拘わらず建設

業者の協力を得て完成をみたものである。設計は将来，

公団住宅に入居する人々の好評を期待して特に斬新な星

形プラシなども採用したな ど詳細な説明があった。次い

で二五Eに分れて各型式のアパートを詳細見学 し，再び監

督事務所において質疑応答を交わし，山本事業委員の閉

会の挨拶を以て見学会を終った。

梅園田活劇場と映画を見る会

19日 午前 9 時半- 2 時 参 加 者50名

新しい劇場として注目を惹いていたためか，午前中の

集会にも拘わらず予定時間に殆ん ど全員の参集を見た。

竹中工務庖 ・小川設計部長から，劇場敷地 として立地条

件に恵まれていたとと，座席面積を広くとれたこと，日

活劇場の特長である ロビ ーを広くとり比較的暗くする例

に本館も倣っていることなど設計上についての説明を承

わった。次いで三班に分れて，地下劇場，大劇場と 詳細

見学したが，材料などに関して色々と質疑応答が交わさ

れていた。見学を終る頃，開演時間も迫ったので， 一同

自由に映画を観賞することにして見学会を終った。

経 雄 宮 見 学 会

恒例による見学会であるが希望者が多かったので25日

26日， 27 日， 30 臼 5 月 1 日の 5 固に亙って行った。参

加者50名

修学院縦宮見学会

26 日， 27 日の 2 固に分けて行った。参加者34名
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株 式 曾 踊 ラ イ ト 製 作 所

スf f ヲ11、
ス チ ー ル サ ッ シ. : 1"' "ー← ー

田 中 工 業 株 式 会 社

本 社 東京 都銀田区吾ｾＡｩ ｬｬ ｬ ｲ 東 Ｔ ノ ＱＲＲ 電話滅東 ⑮ ＰＸＷＰ ， ＰＹＷＰ
錦 糸 工 場 東京 都E盛田 区錦糸 '"J 1 ノ25 電話本所⑩日790

小 合 工 場 小玉吉 市鍛治 III J 1 ノ 1 電話小倉653 【IU張所 】 川崎 ・名門屋 ・小

吠:1夜出必所 尼崎市街竹谷111J 2 ノ89 電話大阪 4&545 U ・広ぬ ・札制

d

F

 

a

F

 

a

F

 

，

 
，

 

戸

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207--- 8・4836 -----7 
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会

会

'，u気 ・l段冷!万 ・'I<ill . 衛生

。 役 目 | 胞 工

大 阪 電 気 i也

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸州市通一丁目 三七7蒔地

Hi 話 土佐 堀 ⑩ 5231- 6 癖

東京 都中央区銀* - 西 二 ] ー目 一 番 地

Hi 訴 京 橋⑩ 6291- 4 1普

名 古 屋 rl T中区南武 、VIIIJ 二1 目 一 審 地

m活 中 4 4 9 1 - 5 番

京 都 ・争11/ヨ . 岡山 ・広尚 ・福 岡 ・熊 本

{11t台 ・新 潟 ・金沢 ・福 井 ・北 海 道

株式 。

会ネ1:

設計施工

25 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

j集

給 141 水

畷 冷 房

本

東 京 支 広

名古屋支広

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 屋 町 一 ・包 括E量的め万 75- 7

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 大 仏 前 ・f包括祇園⑥ 4945- 8

神戸市 生 田 区 下 山 手 通六ノー ・包 括 元 町④ 5892

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和 ・

・ 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

所強出

水 道 ・術 住 ・緩 冷 房 ・其 他管工事

設 計 並 飽 エ

特 許 J レ 一 つ . ド レ イ ノ 販 売

( IEI$首藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 南 区 順 陵 町 尚一丁 自 四 四 番・地

句読E本国J 局⑧ 代 表4496- 8 番

東 京都 千 代 田 区 丸 ノ内 2 .1 8 仲12号 館 5 号

電 話 28 局 6505- 8  ｾ書
金 沢 市高| 瑚 II IJ 三五 電 話 金 沢 本 局② 2074

福 井 市 減 之 僑 下 町一0 電 話 福 井2436

高 級 市 中 新 町一O 六ノ三 電 話高低5195

同 斎 藤 省 三 商 .

活 務 和 凶 倉 ⑧ 3761・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐堀 通 大 同 ピ ル 714 号

電 話 土 佐 瀬 ⑩ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 観 ・北 四 ・酋 凶 ( 札 幌 駅 前)

包 括 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③紛61

東 京 広

大 阪 庖

j占

所

所

所

業

振

張

営

出

出

沢

井

怯

金

一
稿

高

本

キL 幌 庖

媛 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

霞 針 ・ 施 工

工 業 ・ 株 式

( 旧 稽 須 : 賀 商 会 )

大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 凶 丁 目

電 話 代 表 福 島 @ U7 1

東京都港区芝田村町六丁目 沼 代 表 芝⑬ 7151

名古 屋 市 中 区 材 木 町一丁 H 電 本@ 2780

京都市下京区烏丸通松原下ル 電 下 ⑤1989

神 戸 市生 田 区北 長狭通 二丁目 恒 三宮③ 5101

福 岡 市 千 代 栄町 電 東③ 1279

暖 房 ・冷房 ・衛 生 ・水 道 ・沼 気 ・厨 房 ・築 炉

鋼 製 怠 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社
A  

A  
須 賀

広

屋

応

底

活

庖

支

5

支

支

支

京

E

都

-
戸

岡

東

名

支

京

神

福

三機工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 東 区 高 麗 橋三 丁 目 壱 番 地 ・電 話 代 表26局 2951

3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 番 地

支 后 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

空 気 温 湿 度 調 整 ・給i W. 製 氷 ・冷 蔵

暖 房 ・除耳障 ・換気諸装霞 ・殺 計 施工

給 水 ・排 水 ・衛生設備 ・暖 房 設 備

汚水( 41化 装置t ・都 市 廃 物処 Fl ! 装置

社材建

株式

会社

社

A  

:z:s; 式株

大 阪 支 庖

大 阪 di 北 区 中 ノぬ ー二. 丁 目 ( 朝日 ヒソレ )L! 者)

包 括 北 浜 @ 1 3 3 4 - 8

本 社 及 東 ボ 支 庖 東京都中央区八重洲三3 目七

営 *  所 名 古 屋 市 中 区 西 万 町二丁目 ー

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通二丁 目 五 ー 番 地

包 括 福 島 ⑮ 3 4 1 6 - 3 4 1 7 番

東 京 事 務 所 東 京 都 港 区 西 芝 浦三丁 目 一 番 地

包 括 三 凶 ⑧ 9 3 7 1 番

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

大 阪 市北 区 堂 島北 町一四 ⑧ 代表7031

東 京 都 港 区 芝 容 平町四O ⑧ 8478 ・1470

名古 屋 市 中 区 新 栄町 二丁目 ー ⑨1820- 2

福 井 市 宝 永 上 町一 0 五 ② 1596 

広 Jゐ市石鬼屋町五 五 ② 1773 

福 |尚rli 議 院 大 iffi 一丁目 ー 七 ， 0 1158 

援 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

-;& .l r 施 工 .

栄 興 商

取 締・役 社 長 中 山 俊 人

社 大 阪 市 街 地 区 上 福 島 北ご. 丁目一番地

Hi : 括和i Ｉ［ｾ 的 ＳＳ Ｙ ＱＭＴ 審
* 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 j し 蕃 地

ru .1;5 四 谷 1 3 . 2  4 審

判i パ 市生凶 |玄下 山す' i皿八 T 国 三 三

屯Ｎ［Ｎ ｾ元 ｉｉｉｊ ⑨ Ｕ 3  7 訴

本 社

出 張 所

必』

:z:tt 
株式会社

庖

出 張 所
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暖 - 冷房 ・空 気 温 制 度 調整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ 向 3 丁目 3 番地 ( 朝日ピ J レ7 階)

氾 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5 9  

本 社 東京都千代田区神 凶駿河台 4 丁目 2 番地

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 漕 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 番

工 場 大 阪 市 西淀川区御幣島東ー丁 目ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

各 種 電 気 設 備 工 事

量 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 ニ

本 社 大 阪市北区中之島三丁目 三 朝 日ピノレ 6 階

電 話 大阪局 @885.1番 ⑧ 9531・1334・2351

工事部 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 遜 二 丁 目 八 番 地

電 話 大 阪 局 ⑬ 4 5 9 5 ・7 5 6 3  

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュ ーズ 分電 盤 N F ノー ヒュー ズ 配 電 盤

鐙 光灯 ・モーター ・変更 器 ・冷 暖 房 ・エ レベー タ 一

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四 三番地

m話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9

リゲノイド床・床材料

製造 ・販 売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南掘江上通一丁目 畑 一

包 括 新 l町 ⑧ 3 4 2 6 - 7

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
必』

ｾ＠ 枇

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村. 勝

本 社 大阪市北区曾展的上一丁目凶 ー

電話 大阪 ⑧ 8131代表- 4

営業所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東区北浜三丁目四 七 電話北浜⑧ 7TJ - 3  

支庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0  1  0  

支后 松 阪 市 本 町 電 話 東 1 3  

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川 ・大分

工業用及建築用 各種石灰製造阪売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 脂

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曾根崎新地三丁目五十三ノー

(市旬桜橋停留所前) 電話大阪⑧1274- 6

支 );5 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

H A  Y  AS HI  PAI NTI NG 

C ONT R A C T OR  

塗 装 工 事 請 負

式

社

株

会 塗 装 庖林

T E L  大阪 ・船場@175&- 7 東京 ・神田@1435
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塁塁強月空1本

構築材

襲 被 不 安 ・ 亀 裂 防 止

剣 発 皆 無 ・ 耐 震 耐 火

カタログ送呈

営 業 所 大 阪 市 南 区 周 防 町 21 ( 御津ピノレ内〉

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 加 美 福 井 戸 町 3 ノ58

八1呆錯欽工業襲建材部

電 話 東 住 吉 @， 9 0 7 番

特 許
奥 山 式 禁 E言 綜 合 防 水 層

小

カ ッ1' ¥ー メッシュ 耐 酸 耐 油 工 事

コーパ ー タ イ ト
アスフ ァル卜工事一般

製 造 元

奥山化工業様式奮粧

東 京 都 中央 区 銀 鹿 西 8 -J 目 3 T E L  銀座 ⑪ 2703 - 4・23  70 ・4064 ・0264

52 



金

岡

総

代

理

F 宝浪速樹支工業株式曾鮭応

本社 ・工場 ・大 阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東⑧ 1171- - 3番

東京営業所・ 東京都中央区銀座東六丁目木娩鮒 ピル六号館印7号 室 電話東京@4611

福岡営業所・ 福 岡 市 大 名 町 二 丁 目 9 8 電話 西 ② 4 9 4 8 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

日

満

ゴ

ム

タ

イ

ル

責

任

施

工

くR) 浪建式Jlll l l l l l II剛一… τ

3  ス チ - J V サ ツ レ ユ ・ ト、、ア--- ｾ＠

i  レ ヤ ツ タ ー ・ オ ベ レ ー タ - i  

- -

E  一 製 造 販 売 - e  

_ _ 111111111011111111""削 附 鯛 酬叩 欄 畑 聞刷 側 側 棚M棚 剛 剛 酬 馴f事

向 調P

防虫T23訴まtz.¥肩車三主筆聞

..x- " T  .，- ー，

しし、

し、

ＮＮ，ｾＭＭ

さ ぴ な い ・ 糞

張 り 易 い ・ 強

総 発 売 元

垣内商事株式会赴

市 ー 平野間J 4 の 12 電 話 本町⑧代表7631( 10)

類似品あり

すランと 御指定下さい

53 



.  
.  

町商

臥温温

ス チ ー ル サ ッ シ ユ ;

ス チ ー ル ド ア ー {

スチー) 1 " シャツター;

東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 十二軒町八番地
電話東@ !?:;: 

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5・ノ1. 000 電話荒川⑮8131- 4

i ' tt t: 1、-: : J

- 吸音効果大・! 燃えない・美 麗 ・ 倦 廉

燃、九ない建築資材

アサヒ印耐ｾ［ｉｩＭド石膏ヲｾＪＭｉＧ
大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会35土

λ  
川 、iJ受づ五j安11)'::;;

〔三萎セメント】

東京都千代田区丸の内 1 の 4 ( 新丸ピノレ) 工 場 八幡市黒崎 EE八幡3750- 2

電話 千代田 @ 1 3 4 1 - 9 ・1 4 4 1 - 9 営業所 大阪 ・名古屋 ・広 島 ・福 岡
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日東プラスターボード

l汲 音 ボ ー ド

ラ ス ボ ー ド

日 東 プ ラ ス タ

クリームプラスター

ボード用プラスター

N H プ ラ ス タ ー

キーγ ズ セ メ ン ト

⑫ 

日 東 石 膏 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市南区 )1頂慶l町凶丁目 六六番地 ...a日制。094 ・4848週

イ 是 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R E司恋ヨE

最新 1 機械設備

最高/ 設計リ支術、

不娩 l ' 研究ト政良

ド1 ' - - 。サッシェ。メタルラス

椋式会泊岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 衆 二 丁 目 三 一 番 地

T E L 5定)IJ (4ワ) 代表4351・4352・4355・0903・0904

E  

営 業 種 目

金 物|建 築 金 物 装 飾 金 物

現 場 金 物 別 作 金 物

株 式 会 社

満
占

，.‘、 商
d. .  

Z 冥

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 三 十 一 番 地 電 話 大 阪 @6767 ・6867

肉符武文拘イヲイト

肉符訴ペシヂレ- 9 -

( 節霊並lこ:.::..ヂ: 7X]

内 外 土 木 建 材 枇

番
n

n

u

 

、
E

ノ

内

u

u

レ

内
d

ピ

番

工

関

商

羽

阪

⑩

大

楓

(

佐

お

土

町

話

船

電

掘佐土区
t
n

『
・

3

v
ト

r

H

 

阪大

嘗

限

式

社

株

会



戸 締 ノ 政 筆

io: 4148S6 ;'<，dS S 2時

広舗、倉庫、ガレージ等ニ最適デス 開閉ハ

片手ニテ軽ク揚ゲ隊シ致シマス 価格ハ至極

低廉デス 御一報係員参上 、カタロ グ進呈

。:4148SSドAT ENγ s

製造元

l特許制スカイフイト並ニ切レター l

大 阪 府 営 努 宿 院 庖 飾 付 共 同 住 宅

• 
i. ヌτλ ・-

..........，.;ーー-ーーーー寸

元 工 業 株 式 会

本社 大阪市東成区東今! J l 周f 4 の岨
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独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四百 が抱り合され自然 1( ，気密度が高 い。

神高型竪形と出し窓

両附きや片開きに代る堅牢で耐久な構造。
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普及型上吊り引遣い窓
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附 ｏ またヂベ ｊｾ
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